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��������　
ひ
ま
わ
り
の
塔
周
辺
の
「
ひ
ま

わ
り
の
丘
公
園
」（
整
備
中
）
南

側
の
３
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

一
面
に
、
７
月
中
旬
頃
か
ら
、「
ひ

ま
わ
り
」
の
花
（
品
種
：
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
）
が
、
黄

色
い
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
咲
き

誇
っ
た
の
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し

た
か
？
�

　
市
内
・
市
外
各
方
面
よ
り
多
く

の
方
に
来
園
し
て
い
た
だ
き
、
予

想
以
上
の
反
響
と
な
り
ま
し
た
。�

����　
休
憩
用
の
テ
ン
ト
や
手
作
り
の

ベ
ン
チ
の
設
置
、
ま
た
、
花
畑
へ

の
進
入
路
と
し
て
仮
設
歩
道
を
つ

く
っ
た
り
、「
ひ
ま
わ
り
持
ち
帰

り
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
る
な
ど
し

ま
し
た
が
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
�

　
特
に
、「
ひ
ま
わ
り
持
ち
帰
り

コ
ー
ナ
ー
」
は
予
想
以
上
に
好
評

で
、「
ひ
ま
わ
り
」
を
手
に
さ
れ

て
い
る
顔
は
笑
み
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。�
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「ひまわり」の花が咲くまでの作業内容�

（別表）�

大
好
評
だ
っ
た
�

　「
ひ
ま
わ
り
持
ち
帰
り
コ
ー
ナ
ー
」�

田の石拾い�
田の耕起�
田の石拾い�
あぜの草刈り�
田の耕起、石拾い�
排水用溝切り�
播種機試運転、田の耕起�
南光町へ視察研修�
播種、肥料散布、排水溝切り�
排水水抜き作業�
除草剤散布�
手作業による排水溝水抜き�
　　〃�
　　〃�
　　〃�
肥料散布、中耕�
手作業による排水溝水抜き�
除草剤散布�
中耕、肥料散布�
手作業による排水溝水抜き�
中耕�
あぜの草刈り、手作業による排水�
溝水抜き�
中耕、肥料散布�
あぜの草刈り�
田の草刈り�
肥料散布�
あぜの草刈り、除草剤散布�
コンパネ設営�
ベンチ設営�
満開�

４月9～10日�
17日�
18日�

23～24日�
5月4～　7日�
9～10日�

11日�
12日�

13～19日�
24日�

6月1～　2日�
3日�

5～　6日�
8日�
11日�

12～13日�
14日�
15日�

16～18日�
19～20日�

21日�
22～25日�

�
26～27日�
28～29日�

7月　　　2日�
3日�

９～11日�
16日�

17～18日�
20日�

�

日　　程� 作　業　内　容�

暑
い
夏
に
咲
い
た
�

　
　「
ひ
ま
わ
り
」た
ち
�
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�����　
こ
の
「
ひ
ま
わ
り
」
の
栽
培
は
、

市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
浄
谷

町
景
観
作
物
栽
培
管
理
組
合
が
管

理
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
き

れ
い
な
「
ひ
ま
わ
り
」
を
咲
か
せ

る
ま
で
に
は
、
大
変
な
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
。�

　「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
が
咲
く
ま

で
の
作
業
日
程
は
別
表
の
と
お
り

で
す
が
、
花
と
い
う
「
い
き
も
の
」

を
相
手
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

内
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
お
ろ
そ
か

に
す
れ
ば
、
花
の
姿
、
色
合
い
に

そ
の
結
果
を
如
実
に
表
現
し
ま
す
。�

　
組
合
の
方
々
の
地
道
な
努
力
に

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
雄
大
な
花

園
を
創
造
し
ま
し
た
。�

����　
地
域
主
体
で
行
わ
れ
る
こ
の
よ

う
な
施
策
は
、
徐
々
に
魅
力
あ
る

地
域
へ
の
前
進
す
る
第
一
歩
と
な

っ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
市
民
が

主
役
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
政
と
市
民
の
「
協
働
」
で
推
進

し
て
い
き
ま
す
。�

　
み
ん
な
で
「
わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。�
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の
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わ
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�

　
咲
き
誇
っ
て
い
た
「
ひ
ま
わ
り
」

は
、
８
月
の
上
旬
、
刈
り
取
り
作

業
が
始
ま
り
、
秋
の
「
コ
ス
モ
ス
」

の
花
へ
と
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
天
高
く
：
の
　
月
中
旬
頃

に
は
幾
色
か
の
や
さ
し
げ
な
「
コ

ス
モ
ス
」
の
姿
を
皆
さ
ん
に
見
せ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。�
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彩
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１０�

来
園
者
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�

ア
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ケ
ー
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か
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ア
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ケ
ー
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か
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�

来
園
者
の
�

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
�

▼
ひ
ま
わ
り
を
ご
覧
に
な
っ

た
感
想
は
？
�

●
き
れ
い
な
ひ
ま
わ
り
を
観
る

　
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

　
感
動
し
た
。�

●
来
年
も
ま
た
観
に
来
ま
す
。�

●
休
憩
場
所
が
設
置
さ
れ
て
い

　
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。�

●
持
ち
帰
り
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ

　
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。�

●
入
場
料
、
駐
車
料
が
無
料
だ

　
っ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。�

●
開
花
状
況
の
問
い
合
わ
せ
を

　
し
な
か
っ
た
の
で
、
一
番
よ

　
い
時
期
を
逃
し
て
残
念
。�

▼
ひ
ま
わ
り
農
園
を
お
知
り

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？
�

　
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
本
　
78
人
�

　
以
前
か
ら
　
　
　
　
　
73
人
�

　
友
達
か
ら
　
　
　
　
　
72
人
�

　
通
り
が
か
り
で
　
　
　
16
人
�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
　
6
人
�

▼
農
園
を
ご
覧
に
な
っ
た
感

想
は
？
�

　
良
か
っ
た
　
　
　
2
6
2
人
�

　
普
通
　
　
　
　
　
　
　
32
人
�

　
よ
く
な
か
っ
た
　
　
　
2
人
�

▼
ど
ち
ら
か
ら
お
越
し
で
す
か
？
�

　
市
内
　
　
　
　
　
　
　
38
人
�

　
市
外
　
　
　
　
　
2
3
4
人
�

　
県
外
　
　
　
　
　
　
　
24
人
�

○�１�○�２�○�３�○�１�○�２�○�３�○�１�○�２�○�３� ○�４�○�５�

▼
要
望
・
意
見
を
ま
と
め
ま

し
た
�

●
飲
食
で
き
る
施
設
を
設
置
し

　
て
ほ
し
い
。�

●
朝
市
で
、
近
郊
農
家
の
農
作

　
物
を
直
販
し
て
ほ
し
い
。�

●
お
弁
当
を
食
べ
る
場
所
が
ほ

　
し
い
。（
テ
ン
ト
・
シ
ー
ト
）�

●
多
品
種
の
ひ
ま
わ
り
を
植
え

　
て
ほ
し
い
。�

●
ひ
ま
わ
り
の
種
を
配
布
し
て

　
ほ
し
い
。�

●
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
ほ

　
し
い
。�

●
ひ
ま
わ
り
の
全
景
が
入
る
撮

　
影
場
所
が
あ
る
と
う
れ
し
い
。�

浄谷町景観作物栽培組合の組合員の皆さん�

ひ
ま
わ
り
畑
に
入
り
、�

　
花
を
楽
し
む
来
園
者
ら
�

ひ
ま
わ
り
を
観
た
後
、�

　
休
憩
コ
ー
ナ
ー
で
ひ
と
休
み
�



　
内
容
は
、
式
典
の
後
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
漫
才
　
横
山
ホ
ッ
ト

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
新
小
づ
え
・
み
ど

り
〈
若
井
み
ど
り
・
メ
グ
マ
リ
コ
〉、

若
井
り
き
・
ゆ
う
き
他
）
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
予
定
で
す
。�

　
な
お
、
今
年
の
対
象
者
は
大
正

　
年
　
月
　
日
以
前
に
お
生
ま
れ

の
方
（
　
歳
以
上
）
で
す
。�

����　
昭
和
　
年
（
１
９
４
７
年
）
に

兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷
村
（
現
・

八
千
代
町
）
で
行
わ
れ
た
敬
老
行

事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昭
和
　

年
（
１
９
５
０
年
）、
９
月
　
日

を
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
し
よ
う

す
る
敬
老
・
福
祉
の
県
民
運
動
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昭
和
　
年
（
１
９
５
１
年
）、

中
央
社
会
福
祉
協
議
会
（
現
・
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
）
が
全
国
運

動
を
提
唱
。
９
月
　
日
か
ら
　
日

ま
で
の
１
週
間
を
週
間
運
動
と
し

て
、「
老
人
を
敬
い
慰
め
、
励
ま

す
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
に
対
す

る
国
民
的
理
解
を
促
進
し
、
老
人

自
身
も
ま
た
そ
の
立
場
を
自
覚
し
、

新
し
い
社
会
建
設
に
参
加
す
る
」

こ
と
を
提
唱
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　「
と
し
よ
り
の
日
」
は
後
に
「
老

人
の
日
」
と
さ
れ
、
昭
和
　
年
（
１

９
６
６
年
）
に
国
民
の
祝
日
「
敬

老
の
日
」
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。�
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　こころ豊かで健やかな長寿社　こころ豊かで健やかな長寿社
会を築き、会を築き、人生人生８０８０年時代を明る年時代を明る
く過ごすためには、く過ごすためには、健康の維持、健康の維持、
増進が不可欠であり、増進が不可欠であり、単に単に「健「健
康を守る」康を守る」だけでなく、だけでなく、「自らの「自らの
健康を積極的に増進していく」
ことが必要です。ことが必要です。この講座では、この講座では、
健康や福祉などの専門性、健康や福祉などの専門性、実践実践
能力を身につけ、能力を身につけ、地域の健康リ地域の健康リ
ーダーを養成しますーダーを養成します。�
【参加対象】【参加対象】市内在住市内在住の６９の６９歳以歳以
下の方　　定員６０名下の方　　定員６０名�
健康大学終了後、健康大学終了後、健康リーダー健康リーダー
として登録していただきますとして登録していただきます。�
【応募方法】【応募方法】はがきにはがきに［住所［住所・氏
名・生年月日生年月日・性別性別・電話番号］電話番号］
を記入の上を記入の上、〒６７５－１３７８〒６７５－１３７８　小
野市王子野市王子町８０１町８０１　小野市立健康　小野市立健康
センターセンター「健康大学」「健康大学」係�
【締め切り【締め切り】９月末まで月末まで（消印有効）（消印有効）�

　こころ豊かで健やかな長寿社
会を築き、人生８０年時代を明る
く過ごすためには、健康の維持、
増進が不可欠であり、単に「健
康を守る」だけでなく、「自らの
健康を積極的に増進していく」
ことが必要です。この講座では、
健康や福祉などの専門性、実践
能力を身につけ、地域の健康リ
ーダーを養成します。�
【参加対象】市内在住の６９歳以
下の方　　定員６０名�
健康大学終了後、健康リーダー
として登録していただきます。�
【応募方法】はがきに［住所・氏
名・生年月日・性別・電話番号］
を記入のうえ、〒６７５－１３７８　
小野市王子町８０１　小野市立保
健センター「健康大学」係�
【締め切り】９月末まで（消印有効）�

昨
年
の
敬
老
会
か
ら�

�

　
好
古
館
で
は
、
高
齢
者
保
健
福

祉
月
間
で
あ
る
９
月
、
高
齢
者
（
　

歳
以
上
）
の
無
料
入
館
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
利

用
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の

方
の
入
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
館
さ
れ
る
際
に
は
、
年
齢
を
証

す
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。�

　
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
に
敬

愛
、
感
謝
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
９
月
８
日
　
お
よ
び
９
日

　
に
、
市
民
会
館
で
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。�

日　時� 地 区 名 �
小 野 地 区 �
河 合 地 区 �
来 住 地 区 �
市 場 地 区 �
大 部 地 区 �
下東条地区�
福 田 地 区 �

場　所�

市民会館�
大ホール�9月9日(日)�

午後1時30分～�

9月8日(土)�
午後1時30分～�

◎敬老会日程表�

�

１５�

１２�

２２�

２５�
１５�

１５�

２６�

６５�

２１�

４１�

３１�
７５�

（土）�

（日）�

長
寿
を
祝
っ
て
「
敬
老
会
」
を
開
催
�
9月15日は�
「敬老の日」�

『
敬
老
の
日
・
老
人
保
健

『
敬
老
の
日
・
老
人
保
健
�

　
福
祉
週
間
』
の
歴
史

　
福
祉
週
間
』
の
歴
史
�

『
敬
老
の
日
・
老
人
保
健
�

　
福
祉
週
間
』
の
歴
史
�

９
月
は
『
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
』
で
す

月
は
『
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
』
で
す
�

９
月
は
『
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
』
で
す
�

高
齢
者
は
入
館
無
料

高
齢
者
は
入
館
無
料
　
　
　
　
市
立
好
古
館

市
立
好
古
館
�

高
齢
者
は
入
館
無
料
　
　
市
立
好
古
館
�

　　　　　　　内　　　　　　　容�
「楽しみながら続ける21世紀の健康づくり」�
「自分にとって健康とは」�
「なぜ高血圧は怖いの？」�
「高脂血症予防についての最新情報」�
「糖尿病のメカニズムと予防」�
「バランスのとれた食事とは？」�
調理実習『適塩・カルシウムたっぷりメニュー』�
運動実習「誰でも気軽にできる運動 ウェルビクス」�
「歯の健康と正しいお口の手入れ方法」�
「みんなで語ろう！健康づくり」�
「喫煙とアルコールの体への影響」�
「こころの健康づくり」�

「市民救急救命士講習」（資格取得）�

介護研修・施設見学�
終了式�
「市長と語ろう これからの健康づくりを」�

�

第１回�

第２回�

第３回�

第４回�
第５回�

第６回�

第７回�

第８回�

第９回�

第10回�

　 開 催 日�

11月 5 日(月)�

11月15日(木)�

11月22日(木)�

11月30日(金)�
12月 6 日(木)�

12月13日(木)�

12月20日(木)�

平成14年�
 1 月10日(木)�
 1 月17日(木)�

 1 月24日(木)�

�

�

講　　師�

・兵庫大学　助教授�
　(医学博士 )�
　柳本有二氏�

・(社 )小野市加東郡�
　　　医師会　医師�

・小野市加東郡　歯科�
　医師会　歯科医師�

・１億人元気運動協会�
　健康運動指導士�

・小野市消防署�
　救急救命士�

・市保健婦・�
　管理栄養士　他�
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ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
応
募
い
た
だ

き
、
樹
木
、
花
の
世
話
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。�

▼
主
な
仕
事
　
植
栽
後
の
街
路
樹
、

花
の
管
理
（
水
や
り
、
草
引
き
な

ど
）�

▼
締
め
切
り
　
９
月
　
日
�

▼
そ
の
他
　
街
路
樹
の
植
栽
は
、

道
路
管
理
者
が
行
い
ま
す
が
、
花

の
種
類
の
選
定
、
花
の
植
栽
に
つ

い
て
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
さ
れ
る
方
は
、
個
人
で

も
グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
道
路
河
川
課
�

（
　
　
１
０
０
８
）�

����　
今
回
の
植
栽
に
併
せ
て
、
サ
テ

ィ
北
側
歩
道
に
植
栽
し
て
あ
る
ク

ス
ノ
キ
を
「
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
」

に
移
植
し
、
サ
テ
ィ
北
側
歩
道
に

も
「
い
ち
ょ
う
」
の
木
を
植
栽
し

ま
す
。�

　
県
道
加
古
川
小
野
線
（
旧
の
国

道
１
７
５
号
）
か
ら
現
国
道
１
７

５
号
ま
で
の
歩
道
に
「
い
ち
ょ
う

並
木
」
が
出
来
上
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

����　
街
路
樹
（
い
ち
ょ
う
な
ど
）
が

植
栽
さ
れ
、
運
転
者
に
も
快
適
で
、

歩
道
を
歩
く
人
に
も
心
地
の
よ
い

道
路
に
な
る
三
木
山
崎
線
の
道
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。�

　
市
の
市
街
地
へ
の
玄
関
先
に
な

る
道
路
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前
を
皆

さ
ん
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
、
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
愛
称
名
、

愛
称
を
付
け
た
理
由
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
（
学

校
名
、
学
年
）
を
記
入
の
う
え
、

応
募
く
だ
さ
い
。�
�

▼
対
象
者
　
県
内
在
住
、
ま
た
は

県
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
�

▼
締
め
切
り
　
９
月
　
日
　（
当

日
消
印
有
効
）�

▼
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
　
地
域
振

興
部
道
路
河
川
課
　
〒
６
７
５
―

１
３
８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０

６
―
１
（
　
　
１
０
０
８
・
　
　

２
６
１
４
）�

▼
愛
称
に
つ
い
て
は
、
開
通
式
の

際
に
発
表
し
ま
す
。�

����　
敷
地
町
、
王
子
町
内
で
現
在
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
県
道
三
木
山

崎
線
が
ま
も
な
く
完
成
し
、　
月

の
下
旬
頃
に
開
通
す
る
予
定
で
す
。�

����　
ア
ダ
プ
ト
（
ａ
ｄ
ｏ
ｐ
ｔ
）
と

は
、
英
語
で
「
養
子
に
す
る
」
と

い
う
意
味
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
始
ま
り
は
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ

サ
ス
州
の
交
通
局
が
州
ハ
イ
ウ
ェ

イ
の
散
乱
ゴ
ミ
の
清
掃
協
力
を
市

民
に
呼
び
か
け
、
市
民
グ
ル
ー
プ

や
企
業
の
人
た
ち
が
「
道
路
と
養

子
縁
組
み
す
る
」
と
い
う
新
し
い

発
想
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
賛
同
し
、

活
動
が
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。�

　
管
理
者
と
参
加
者
が
養
子
縁
組

み
を
行
い
、
参
加
者
は
、
養
子
縁

組
み
を
行
っ
た
道
路
等
で
美
化
清

掃
、
草
刈
り
、
植
栽
等
を
行
い
、

管
理
者
は
参
加
者
の
支
援
を
行
い

ま
す
。�

　
当
市
に
お
い
て
も
、
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
ち
早

く
採
り
入
れ
、
昨
年
度
か
ら
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
街
路
樹
の

世
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
平
成
　
年
度
か
ら
は
、
兵
庫
県

で
も
「
美
化
ト
ラ
イ
事
業
」「
さ

く
ら
の
守
人
事
業
」「
沿
道
花
か

ざ
り
事
業
」
の
３
種
類
の
事
業
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

「
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」�

　
　
　
　
っ
て
何
？

　
　
　
　
っ
て
何
？
�

「
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」�

　
　
　
　
っ
て
何
？
�

図
書
館
北
側
道
路
が

図
書
館
北
側
道
路
が
�

「
い
ち
ょ
う
並
木
」

「
い
ち
ょ
う
並
木
」
に
：
に
：
�

図
書
館
北
側
道
路
が
�

「
い
ち
ょ
う
並
木
」
に
：
�

図
書
館
北
側
道
路
が
�

「
い
ち
ょ
う
並
木
」
に
：
�

道
路
の
愛
称
を
募
集
！

道
路
の
愛
称
を
募
集
！
�

道
路
の
愛
称
を
募
集
！
�

道
路
の
愛
称
を
募
集
！
�

も
う
す
ぐ

も
う
す
ぐ
�

　
　
開
通
し
ま
す
！

　
　
開
通
し
ま
す
！
�

も
う
す
ぐ
�

　
　
開
通
し
ま
す
！
�

も
う
す
ぐ
�

　
　
開
通
し
ま
す
！
�

　
市
で
は
、
昨
年
か
ら
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
「
街
路
樹
」

の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
現
在
、
県
道
三
木
山

崎
線
の
歩
道
に
植
栽
し
て
い
る
街
路
樹
の
世
話
を
市
民
の
方
に
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
今
年
も
引
き
続
き
街
路
樹
の
植
栽
を
行
い
ま
す
の
で
、
街
路
樹
を

お
世
話
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。�

　
今
年
は
、
歩
道
に
沿
っ
て
設
置
す
る
「
花
か
ざ
り
ス
ペ
ー
ス
」
に

植
栽
す
る
「
花
」
の
世
話
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。�

�

街路樹の世話を�
　してみませんか！�
街路樹の世話を�
　してみませんか！�
街路樹の世話を�
　してみませんか！�
－アダプトプログラム－�－アダプトプログラム－�

（位置図）�

愛称募集区間�
（県道三木山崎線）�

図
書
館
�

既植栽区間�

今回植栽区間�
県
道
�

加
古
川
小
野
線
�

市役所� マイカル小野�
サティ�◎�

国
道
１
７
５
号
�

２８�

（金）�

○�６３�

２８�

１２�

１３�

（金）�

○�６３�

○�６３�

ＦＡＸ�



　
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
に
分
れ
て
い

ま
す
。
一
般
会
計
は
、
道
路
や
公

園
、
学
校
な
ど
の
整
備
、
住
民
票

の
交
付
事
務
、
公
共
施
設
の
運
営

な
ど
、
市
の
基
本
的
な
事
業
に
使

わ
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
特
別

会
計
は
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経
理
す
る
必
要
が
あ
る
会
計
で
、

国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健

事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
下
水
道

事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
５

つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。
企
業
会

計
は
、
都
市
開
発
事
業
、
病
院
事

業
、
水
道
事
業
の
３
つ
の
会
計
が

あ
り
ま
す
。�

　
平
成
　
年
度
の
経
済
は
、
政
府

の
経
済
対
策
や
情
報
技
術
関
連
を

中
心
と
し
た
企
業
の
設
備
投
資
に

よ
り
穏
や
か
な
回
復
の
兆
し
を
見

せ
た
も
の
の
、
雇
用
情
勢
は
依
然

と
し
て
好
転
の
兆
し
が
あ
ら
わ
れ

ず
、
個
人
消
費
の
低
迷
が
続
く
な

ど
、
厳
し
い
状
況
で
推
移
し
ま
し

た
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市

の
市
税
に
お
い
て
も
、
市
民
税
の

減
少
や
固
定
資
産
税
の
評
価
替
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
全
体

で
４
・
０
％
減
少
し
ま
し
た
。
地

方
交
付
税
は
、
国
よ
り
市
税
の
減

少
分
な
ど
が
確
保
さ
れ
、
４
・
４

％
増
、
国
庫
支
出
金
は
、
介
護
保

険
制
度
の
導
入
や
丸
山
団
地
・
河

合
小
学
校
校
舎
の
事
業
完
了
な
ど

に
よ
り
　
・
４
％
減
、
市
債
は
、

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
、
こ
だ
ま
の

森
公
園
の
整
備
や
道
路
整
備
、
市

営
住
宅
建
設
な
ど
の
事
業
で
十
四

億
二
千
万
円
発
行
し
ま
し
た
が
、

河
合
小
学
校
校
舎
の
完
成
な
ど
投

資
事
業
の
完
了
も
多
く
、
前
年
度

に
比
べ
2
・
６
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。�

�����　
市
政
懇
話
会
や
市
長
へ
の
手
紙

な
ど
に
よ
る
市
民
の
方
か
ら
の
要

望
や
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ
、
福

祉
・
教
育
関
係
を
は
じ
め
多
く
の

新
規
施
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢
者

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
、
新
生

児
に
対
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
助
成
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

の
一
校
増
設
、
エ
イ
ジ
ル
ネ
サ
ン

ス
事
業
の
実
施
な
ど
少
子
高
齢
化

対
策
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

環
境
対
策
は
、
塵
芥
収
集
運
搬
車

の
購
入
や
資
源
ご
み
集
団
回
収
事

業
の
奨
励
な
ど
ご
み
の
減
量
化
を

推
進
し
ま
し
た
。
教
育
関
係
で
は
、

中
学
校
に
心
の
教
室
相
談
員
の
設

置
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
学
校
巡
回
な
ど
学
校
教
育
環

境
の
充
実
、
そ
の
他
、
Ｉ
Ｔ
講
習

会
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
導
入
や
ハ

ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。�

　
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
は
、
生
活

関
連
道
路
の
整
備
を
は
じ
め
、
ひ

ま
わ
り
の
丘
公
園
や
こ
だ
ま
の
森

公
園
の
整
備
、
中
町
団
地
の
建
設

な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
や
、
河
合

小
学
校
体
育
館
の
改
築
、
中
学
校

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
な

ど
教
育
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
て
の
庁
舎
周
辺
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。�

６�平成１３年　広報「おの」９月号�

　平成12年度中に、河合小学校体育館やこだまの森公園などが完成
しました。さて、これらの整備を含めて、この一年間にどれくらいの
お金が使われたのでしょうか。�
　平成12年度の決算がまとまりましたのでお知らせします。�

●
 歳
 入
 ●
�

！�！�

市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
�

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
�

計
が
あ
り
ま
す
�

景
気
の
低
迷
で
、�

　
　
市
税
収
入
が
減
少
�

市税�
6,842,912�
（36.0％）�

地方交付税�
3,644,751�
（19.2％）�諸収入�

1,969,958�
（10.4％）�

市債�
1,422,600�
（7.5％）�

国庫支出金�
1,062,887�
（5.6％）�

県支出金�
958,227�
（5.0％）�

分担金及び負担金�
605,055�
（3.2％）�

繰越金�
549,524�
（2.9％）�

地方消費税交付税�
442,066�
（2.3％）�

使用料及び手数料�
304,641�
（1.6％）� その他�

1,203,660�
（6.3％）�

歳　入�
（入ってきたお金）�

190億628万円�
●
 歳
 入
 ●
�

●
 歳
 出
 ●
�

”市
民
の
声
“
を
�

　
　
　
行
政
へ
反
映
�

●
 歳
 出
 ●
�

一
般
会
計
�

一
般
会
計

一
般
会
計
�

一
般
会
計
�

５１� １２�

一�般�会�計�

12年度決算は総額372億円�12年度決算は総額372億円�

：千円＞�
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よ
り
良
質
な
医
療
提
供
を
行
う

た
め
、
平
成
　
年
度
に
経
営
健
全

化
計
画
を
策
定
し
、
３
ヵ
年
に
わ

た
っ
て
経
営
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
最
終
年
度
の
平
成

　
年
度
に
、
昭
和
　
年
度
以
来
、

　
年
ぶ
り
の
黒
字
へ
の
転
換
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
収
入
は
四
十
億

五
千
七
百
七
十
四
万
三
千
円
、
支

出
は
四
十
億
二
千
三
百
二
十
九
万

七
千
円
で
、
収
支
は
三
千
四
百
四

十
四
万
六
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。�

　
平
成
　
年
度
中
の
利
用
状
況
は
、

入
院
患
者
数
が
の
べ
７
２,
７
０

２
人
で
前
年
度
よ
り
１,
７
２
８

人
増
え
ま
し
た
。
外
来
患
者
数
は

の
べ
１
７
８,
４
４
１
人
で
、
１
３,

０
３
２
人
増
え
ま
し
た
。�

���　
経
営
状
況
は
、
収
入
が
十
六
億

一
千
三
百
八
十
五
万
八
千
円
、
支

出
が
十
四
億
一
千
七
百
四
十
七
万

九
千
円
で
、
収
支
は
一
億
九
千
六

百
三
十
七
万
九
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。�

　
平
成
　
年
度
末
の
給
水
戸
数
は
、

前
年
度
よ
り
１
２
３
戸
増
加
し
、

１
６,
２
８
１
戸
と
な
り
ま
し
た
。�

�ま
た
、
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た

め
、
船
木
浄
水
場
に
最
新
式
テ
レ

メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。�

　
平
成
　
年
度
末
の
総
資
産
は
、

六
百
五
十
九
億
円
で
、
昨
年
度
よ

り
、
十
四
億
円
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
負
債
は
百
九
十
七
億
円
、

正
味
財
産
は
四
百
六
十
二
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

�　
市
民
一
人
あ
た
り
の
�

　
　
　
　
　
資
産
と
負
債
�

　
平
成
　
年
度
末
（
人
口
４
９,

８
４
３
人
）
の
市
民
一
人
あ
た
り

の
資
産
は
百
三
十
二
万
二
千
九
百

二
十
七
円
で
、
昨
年
度
よ
り
二
万

六
千
六
百
二
十
円
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
負
債
は
三
十
九
万
六
千
百

三
円
で
百
五
十
五
円
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
味
資
産
は
、

九
十
二
万
六
千
八
百
二
十
四
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

歳　入�会　　計� 歳　出� 差　引�

19,006,281�

3,332,273�

3,873,282�

1,452,603�

4,003,526�

1,153,798�

13,815,482�

91,112�

4,057,743�

1,613,858�

5,762,713�

38,584,476�

�

18,202,314�

3,170,737�

3,895,633�

1,433,333�

3,918,821�

1,147,984�

13,566,508�

89,687�

4,023,297�

1,417,479�

5,530,463�

37,299,285

803,967�

161,536�

△22,351�

19,270�

84,705�

5,814�

248,974�

1,425�

34,446�

196,379�

232,250�

1,285,191

（単位：千円）�

●
こ
だ
ま
の
森
公
園
整
備
事
業
�

　
（
散
策
路
・
芝
生
広
場
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
�

　
　
遊
具
な
ど
の
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
）
�

病
院
事
業
会
計
が
�

　
　
年
ぶ
り
の
黒
字
に
！
�

◎平成12年度各会計別決算の状況�

歳　出�
（使ったお金）�

民生費�
3,418,693�
（18.8％）�

土木費�
3,356,804�
（18.5％）�

総務費�
2,388,176�
（13.1％）�

公債費�
2,135,356�
（11.7％）�

衛生費�
1,972,500�
（10.8％）�

諸支出金�
930,003�
（5.1％）�

消防費�
646,284�
（3.6％）�

商工費�
641,158�
（3.5％）�

農林費�
589,249�
（3.2％）� その他�

221,511�
（1.2％）�

教育費�
1,902,580�
（10.5％）�

182億231万円�
◆
病
院
事
業
会
計
�

◆
水
道
事
業
会
計
�

企
業
会
計
�

企
業
会
計

企
業
会
計
�

企
業
会
計
�

12

１２�１２�１２�１２�

１０�

１２�１２�

６３�

平
成
　
年
度
小
野
市
（
普
通
会
計
）
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
�

12

一 般 会 計 �

国民健康保険会計�

老 人 保 健 会 計 �

介 護 保 険 会 計 �

下水道事業会計�

農業集落排水事業会計�

特 別 会 計 �

 収益的収支�

収益的収支�

収益的収支�

企 業 会 計 �

　 合 　 　 計 　 �

都市開発�
事業会計�
病院事業�
会　　計�
水道事業�
会　　計�

一�般�

○
河
合
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業
�

　
（
校
舎
改
築
に
引
き
続
き
、
体
育
館
�

　
　
の
改
築
を
行
い
ま
し
た
）
�

公園整備など、�公園整備など、�

＜単位�



８�平成１３年　広報「おの」９月号�

第61回国民体育大会小野市準
備委員会設立発起人会をとり
おこなう。�

2003年予定よさこい高知国体
リハーサル大会を視察する。�

兵庫県国体内定イベント「の
じぎく兵庫国体～感動へのプ
ロローグ」を開催し、国体開
催気運を盛りあげます。�

庁舎、アルゴに国体ＰＲの懸
垂幕を設置する。�

第61回国民体育大会小野市準
備委員会を設立する。�
�

7月24日(火)�
�
�

8月 5日(日)�
�

8月10日(金)�
�
�
�

8月13日(月)�
�

8月22日(水)�
�
�

準 備 日 程 �

今、2006年　�
　小野らしい開催に向けて始動しました・・・�

国体ＰＲの懸垂幕�

第61回国民体育大会小野市準備委員会設立発起人会�

　
市
政
懇
話
会
の
一
環
と
し
て
、

７
月
　
日
、
各
小
学
校
か
ら
６
年

生
　
人
が
参
加
し
て
「
小
学
っ
子

議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
目
的
と
し
て
、「
小
野
市

の
現
状
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
話
し
合
い

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
。
二
つ

目
と
し
て
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

か
知
り
た
い
こ
と
。
三
つ
目
と
し

て
議
会
の
し
く
み
な
ど
知
っ
て
も
�

ら
う
こ
と
」
で
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
小
野
東
小
学
校
の

池
田
剛
君
が
議
長
に
な
り
、
議
事

を
進
行
し
ま
し
た
。
小
学
生
議
員

の
質
問
に
対
し
て
、
主
に
市
長
や

教
育
長
が
わ
か
り
や
す
く
答
え
、

ま
た
再
質
問
も
飛
び
出
す
な
ど
、

活
発
な
議
会
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
体
験
は
、
夏
休
み
の
貴
重

な
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。�

　
な
お
、
市
と
し
て
も
内
容
に
よ

っ
て
は
現
場
を
確
認
し
て
、
対
応

を
急
い
で
い
ま
す
。�

　
今
後
、
市
の
施
策
に
反
映
で
き

る
も
の
か
ら
順
次
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

２７�
２１�

　さんと一緒につくる�
　きと活動している人�
　ったことなどいっぱ�
�
　民サービス課まで。　�

い�あ�
れ
�

ふ
�

ひ�ろ
�

ば
�

い�ひ�ろ
�

ば
�

第
２
回�

　
「
小
学
小
学
っ
子
議
会

子
議
会
」
を
開
催

を
開
催
！�
第
２
回�

　
「
小
学
っ
子
議
会
」
を
開
催
！�



９� 平成１３年　広報「おの」９月号�

　気に入った曲が流れると、
踊ってくれる夏波。�
そんな夏波が大好きだよ。
これからも元気いっぱい育
ってね。�

（母　路子さん）�

　 藤本　夏波ちゃん�
ふじ�もと� な�なみ�

わが家の　アイドル�

（黒川町・１歳１カ月）�

　よく食べ、よく笑う淳也！�
車が大好きで、お姉ちゃん
と一緒に毎日よくはしゃい
で遊んでいます。いつまで
も健康で優しい男の子に育
ってネ！！ （母　良江さん）�

　 森　　淳也ちゃん�
もり�� あつ�や�

（黒川町・１歳３カ月）�

　ただいま注意報発令中！�
進路予測不能、ちらかし放題。
わが家のかわいい豆台風は、
ますます勢力拡大中です。�

（父　基志さん）�
�

　 三浦　耀子ちゃん�
み�うら� よう�こ�

（敷地町・１歳１カ月）�

　将来はスポーツ選手？ミ
ュージシャン？それとも・・・�
ママの夢は果てしない！�
だけど、どんな智暉も愛し
てる�

（母　昌代さん）�

　 生田　智暉ちゃん�
いく�た� とも�き�

（市場町・１歳３カ月）�

６�７�５�１�３�８�０�５０�
円�

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１
�

小
野
市
役
所
内
�

広
報
ク
イ
ズ
係
�

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。�
○ ひまわりの丘公園南のひまわり畑「ひまわり」を観に、�
　 のべ○○人が訪れました。�
○ 平成12年度決算は総額○○○億円使いました。�
◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、�
　今月号で興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送って�
　ください。�
　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。�
◆締 切 日　９月２１日（金）（当日消印有効）�

２�

１�

先月広報クイズの答え　○参加する　○男女共同　でした。たくさんのご応募ありがとうございました。�

　昔なつかしい「かかし」や近代的
な「かかし」が勢ぞろい。ご家族そ
ろってお越しください。�
�
�
�
�
�
　青空市　地場産のとれとれ野菜な
どの販売を行います。（出店多数）�
　ステージ　オープニングセレモニ
ー・かかしフェスタライブ・腹話術�
　イベント等　米のすくい取り、金
魚すくい、木工コーナー、思い出に
残る写真撮影、花の種プレゼントな
ど盛りだくさんの催しで皆さんのお
越しを心よりお待ちしています。　
　問い合わせ　�
小野加東広域事務組合 (　　３４３３)

いろんな�

－かかしフェスタ2001－�
●日時　9月16日(日)�
　　　　10時から15時�
●場所　社町中央公園�
　　　　(ステラパーク)�
�

２�１�

○�６２�

このコーナーはみな　
ページです。いきい　
や、暮らしの中で思　
い教えてください。�
お気軽に　総務部市　

いい�あ�
れ
�

ふ
�

ひ�ろ
�

ば
�

いあ�
れ
�

ふ
�



１０�平成１３年　広報「おの」９月号�

　今年の「小野まつり」に皆さんは参加されましたか。�
　目玉は何といっても「おの恋おどり」（よさこいおど
り小野バージョン）でしたね。�
　このまつりは、各種関係団体の代表により構成された
小野まつり実行委員会が運営されており、昨年から5年
計画で、「見るだけでなく、参加する」まつりへと大き
く変えていこうとされています。�
　今年は2年目のチャレンジの年となり、「おの恋おどり」
の参加者を中心として、たくさんの方が「参加されて」
楽しまれました。�
　来年のまつりは、ぜひ、あなたもまつりを「見るだけ」
でなく、まつりに「参加」してみませんか。�

市内外から16チームが参加 !

恒例の総おどりは全員参加で盛りあがりました。�

の
ど
自
慢
が
大
集
合
!

「親子のふれあい」をテーマに、昔ながらの遊びを�
紹介し、親子憩いの場を提供。�

このページは、まちの特派員から寄せられた情報
を掲載するコーナーです。まちの小さな話題、大
きな話題にかかわらず「まちの身近な話題」など
を紹介します。�

『見るだけでなく、参加する』まつりづくりの第一歩！�『見るだけでなく、参加する』まつりづくりの第一歩！�
第24回小野まつり�



１１�平成１３年　広報「おの」９月号�

　
人
間
は
有
史
以
来
、
自
然
の
も

の
を
使
い
、
使
っ
た
後
は
自
然
に

返
し
、
地
球
の
自
浄
作
用
に
よ
り

自
然
環
境
は
保
た
れ
て
き
ま
し
た
。�

し
か
し
、
産
業
革
命
以
降
ど
ん
ど

ん
物
が
豊
か
に
な
り
続
け
、
生
活

水
準
は
、
大
き
く
向
上
し
ま
し
た

が
、
自
然
に
返
ら
な
い
、
返
り
に

く
い
排
出
物
が
大
量
に
出
て
き
ま

し
た
。�

　
一
方
、
ご
み
処
理
に
お
い
て
も
、

自
家
処
理
、
地
域
処
理
を
優
先
し

て
い
た
の
が
、
現
在
、
地
球
温
暖

化
や
環
境
破
壊
等
の
問
題
に
よ
り
、

一
部
を
除
き
、
一
定
の
基
準
を
備

え
た
施
設
で
な
い
と
処
理
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。�

　
市
で
は
、
一
般
家
庭
ご
み
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
分
別
収
集
を
行
い
、
ご
み
の
資

源
化
に
努
め
、
ご
み
焼
却
量
を
少

な
く
し
て
、
少
な
い
費
用
で
最
大

の
効
果
が
出
る
よ
う
に
努
力
し
、

環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
現
状
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
一
部
の
心
な
い
人
に
よ
り
、

不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て
が
あ
り
、

市
内
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
だ
ん

だ
ん
環
境
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。�

���　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
環
境
美

化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を

大
目
標
に
掲
げ
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
り
、
全
国
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
４
月
か
ら

環
境
美
化
推
進
員
２
名
を
配
置
し

ま
し
た
。�

���

　
軽
四
輪
ト
ラ
ッ
ク
「
ハ
ー
ト
フ

ル
・
ク
リ
ー
ン
巡
回
車
」
で
毎
日

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

◎
ご
み
の
不
法
投
棄
、
放
置
自
転

車
・
自
動
車
の
発
見
、
不
法
投
棄

者
・
放
置
者
の
調
査
お
よ
び
警
察

へ
の
通
報
並
び
に
処
理
、
道
路
上

の
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
収
集
、
悪
質

な
野
焼
の
指
導
、
不
法
な
埋
立
等

の
把
握
と
そ
の
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
。�

◎
ご
み
の
不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て

ご
み
を
な
く
す
た
め
、
自
治
会
等

と
そ
の
防
止
対
策
の
連
絡
調
整
、

協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

����　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

が
大
切
で
す
。�

 
一
人
ひ
と
り
が
、
ル
ー
ル
に
従

っ
た
ご
み
処
理
、
分
別
収
集
に
心

が
け
、
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
市
内
の
環
境
美
化
推
進
が

図
ら
れ
る
の
で
す
。�

　
市
域
は
、
広
大
で
す
。
不
法
投

棄
物
・
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
、
管
理

者
（
土
地
の
所
有
者
・
使
用
者
・

占
有
者
等
）
の
責
任
が
基
本
で
す

が
、「
ポ
イ
捨
て
ご
み
」
等
で
困

っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。�

　
５
万
人
が
、
ご
み
を
一
つ
ず
つ

捨
て
る
と
５
万
個
増
え
る
。
５
万

人
が
、
ご
み
を
一
つ
ず
つ
拾
う
と

５
万
個
の
ご
み
が
少
な
く
な
る
。�

　
市
内
の
環
境
美
化
推
進
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
ご
み
処
理
お
よ
び
防
止

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。�

�＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
�

�◎
ご
み
の
不
法
投
棄
や
放
置
自
転

車
・
自
動
車
を
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
生
活
環
境
課
環
境
業
務
係
�

（
　
　
１
６
８
６
）、
ま
た
は
小
野

警
部
派
出
所
（
　
　
２
３
７
９
）・

最
寄
り
の
駐
在
所
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。�

�
○�６３�

○�６３�

環
境
が
良
い
と
人
も
ど
こ
か
�

　
　
余
裕
が
で
き
て
、
よ
り
心
豊
か
に
な
り
ま
す
�

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
　
�
○�４�

み
ん
な
で
�

　
　
進
め
よ
う
!

環
境
美
化
の
推
進

環
境
美
化
の
推
進
�

環
境
美
化
の
推
進
�

環
境
美
化
推
進
員
を

環
境
美
化
推
進
員
を
�

　
　
　
　

　
　
　
　
２
名
配
置

名
配
置
�

環
境
美
化
推
進
員
を
�

　
　
　
　
２
名
配
置
�

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
�

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
�

一
人
ひ
と
り
の

一
人
ひ
と
り
の
�

　
心
が
け
が
大
切
で
す

　
心
が
け
が
大
切
で
す
�

一
人
ひ
と
り
の
�

　
心
が
け
が
大
切
で
す
�

「不法投棄対策パトロール図」を作成し、市役�
所2階ロビーに掲示しています�

ハートフル・クリーン巡回車で不法投棄�
パトロールを行う環境美化推進員�

ご
み
の
不
法
投
棄
を
処
理
す
る
�

市
職
員
�



��������【事
例
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
い
る
が
、
使
っ
た
覚
え
の

な
い
国
際
電
話
利
用
料
金
の
請
求

を
受
け
た
。�

【
解
説
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ソ
フ

ト
の
中
に
は
、
接
続
先
を
自
動
的

に
変
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
込

ま
れ
て
い
る
悪
質
な
も
の
も
あ
り
、

そ
れ
を
知
ら
ず
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
書

き
換
え
ら
れ
、
国
際
電
話
に
接
続

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
そ
れ
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
た
び
に
国
際
電
話
回

線
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
、
高
額

な
国
際
電
話
料
金
を
請
求
さ
れ
た

と
い
う
も
の
で
す
。�

【
回
答
】
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
国
際
電
話
会

社
の
契
約
約
款
で
加
入
権
の
名
義

人
に
国
際
電
話
通
話
料
金
の
支
払

い
義
務
が
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
の
で
、「
知
ら
な
か
っ
た
」「
だ

ま
さ
れ
た
」
と
い
っ
て
も
請
求
を

拒
否
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。�

＊
国
際
電
話
を
利
用
し
な
い
な
ら
、

「
国
際
電
話
利
用
休
止
」
の
手
続
�

��������き
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

　
国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ

ー
（
　
０
１
２
０
―
２
１
０
３
６

４
）�

＊
画
面
表
示
を
よ
く
見
ず
に
次
々

と
ク
リ
ッ
ク
し
て
行
く
の
は
危
険

で
す
。�

　
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
が
、

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
わ
な
が
潜
ん
で

い
ま
す
。
自
己
管
理
が
伴
う
こ
と

を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。�

����　
市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

１２�平成１３年　広報「おの」９月号�

　
ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ
れ
る
農
薬

に
よ
る
水
質
汚
濁
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
６
月
　
日
に
、
加
古
川
、
東

条
川
お
よ
び
市
内
ゴ
ル
フ
場
の
農

薬
等
の
排
水
が
流
入
す
る
池
６
カ

所
で
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
調
査
全
項
目
で
国

が
定
め
た
指
針
値
（
基
準
）
を
下

回
っ
て
お
り
、
環
境
等
へ
の
影
響

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
分
析
結
果
は
、
別
表
１
、
お
よ

び
別
表
２
の
と
お
り
で
す
。�

殺菌剤�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

殺虫剤�
�
�
�
�
�
�
�

除草剤�

殺菌剤�

�

�

�

�

�

�

殺虫剤�

�

�

�

�

除草剤�

イソプロチオラン�
イ プ ロ ジ オ ン �
エトリジアゾール�
オ キ シ ン 銅 �
キ ャ プ タ ン �
ク ロ ロ タ ロ ニ ル �
ク ロ ロ ネ ブ �
チ ウ ラ ム �
トルクロホスメチル�
フ ル ト ラ ニ ル �
ペ ン シ ク ロ ン �
メ タ ラ キ シ ル �
メ プ ロ ニ ル �
ア セ フ ェ ー ト �
イ ソ キ サ チ オ ン �
イ ソ フ ェ ン ホ ス �
ク ロ ル ピ リ ホ ス �
ダ イ ア ジ ノ ン �
ト リ ク ロ ル ホ ン �
ピリダフェンチオン�
フェニトロチオン�
ア シ ュ ラ ム �
ジ チ オ ピ ル �
シ マ ジ ン �
テ ル ブ カ ル ブ �
ト リ ク ロ ピ ル �
ナ プ ロ パ ミ ド �
ピ リ ブ チ カ ル ブ �
ブ タ ミ ホ ス �
プ ロ ピ ザ ミ ド �
ベ ン ス リ ド �
ベ ン フ ル ラ リ ン �
ペンディメタリン�
メ コ プ ロ ッ プ �
メチルダイムロン�

0.001 未満�
0.001 未満�
0.0004 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0006 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0008 未満�
0.0001 未満�
0.0004 未満�
0.0005 未満�
0.001 未満�
0.0002 未満�
0.0003 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0003 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0004 未満�
0.0008 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0005 未満�
0.001 未満�

0.001 未満�
0.001 未満�
0.0004 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0006 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0008 未満�
0.0001 未満�
0.0004 未満�
0.0005 未満�
0.001 未満�
0.0002 未満�
0.0003 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0003 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0004 未満�
0.0008 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.001 未満�
0.0005 未満�
0.001 未満�

0.04�
0.3�
0.004�
0.04�
0.3�
0.04�
0.05�
0.06�
0.08�
0.2�
0.04�
0.5�
0.1�
0.08�
0.008�
0.001�
0.004�
0.005�
0.03�
0.002�
0.003�
0.2�
0.008�
0.003�
0.02�
0.006�
0.03�
0.02�
0.004�
0.008�
0.1�
0.08�
0.05�
0.005�
0.03

イソプロチオラン�

ク ロ ロ ネ ブ �

トリクロホスメチル�

フ ル ト ラ ニ ル �

ベ ン シ ク ロ ン �

メ タ ラ キ シ ル �

メ プ ロ ニ ル �

イ ソ キ サ チ オ ン �

ダ イ ア ジ ノ ン �

ピリダフェンチオン�

フェニトロチオン�

ジ ク ロ ル ボ ス �

ア シ ュ ラ ム �

テ ル ブ カ ル ブ �

ト リ ク ロ ピ ル �

ベ ン フ ル ラ リ ン �

ペンディメタリン�

0.001未満�

0.001未満�

0.001未満�

0.002�

0.001未満～0.001�

0.001未満�

0.001未満

0.0008未満�

0.0005未満

0.0002未満

0.0003未満

0.0008未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満�

0.4�

0.5�

0.8�

2�

0.4�

0.5�

1�

0.08�

0.05�

0.02�

0.03�

0.008�

2�

0.2�

0.06�

0.8�

0.5

1�

2�

1�

1�

4�

1�

5�

4�

4�

1�

3�

1�

2�

1�

2�

2�

3

0�

0�

0�

1�

1�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0

～指針値（基準）をクリア～�～指針値（基準）をクリア～�

市内ゴルフ場の�
　　農薬に関する水質調査�
市内ゴルフ場の　�
　　農薬に関する水質調査�

（別表2）� （別表1）� （単位：mg/L）�河川水の測定結果�

（単位：mg/L）�
ゴルフ場排水流入池の測定結果�

用途�

用途� 農薬成分名� 測定値範囲�
調査�
池数�

環境省�
指針値�

検　出�
検体数�

農薬成分名� 厚生労働省�
指針値�加古川(万歳橋)

採　水　場　所�
東条川(小田井堰)
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〜
�

くらしのそ

うだん 箱

〜
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
�

　
相
談
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜
�
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現
在
、
兵
庫
県
立
農
業
大
学
校

に
お
い
て
、
平
成
　
年
度
の
学
生

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
同
大
学
は
加
西
市
常
吉
町
の
県

立
中
央
農
業
専
門
の
学
校
で
す
。�

　「
次
代
の
農
業
を
担
う
、
感
性

豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
」
と
い

う
目
標
の
も
と
、
授
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
在
学
中
、
卒
業
後
共

に
就
農
の
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

卒
業
後
は
、
農
業
経
営
に
必
要
な

資
金
の
貸
付
け
や
、
国
内
先
進
地

研
修
等
の
参
加
を
優
先
的
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
農
業
に
関
心
の
あ
る
若
い
皆
さ

ん
、
農
業
大
学
校
で
学
び
、
次
代

の
農
業
を
担
う
農
業
者
に
な
り
ま

せ
ん
か
。�

▼
募
集
人
員
�

　
名
（
推
薦
入
学
・
一
般
入
学
、

各
　
名
程
度
）�

▼
募
集
資
格
�

　
高
校
卒
業
と
同
等
の
学
力
を
有

す
る
　
歳
未
満
の
方
（
推
薦
入
学

は
別
条
件
あ
り
）�

▼
出
願
期
間
�

　
推
薦
入
学
　
　
月
１
日
か
ら
同

月
　
日
�

　
一
般
入
学
　
　
月
　
日
か
ら
　

月
６
日
�

▼
入
学
試
験
�

　
推
薦
入
学
　
　
月
　
日
�

　
一
般
入
学
　
　
月
　
日
�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
県
立
農
業
大
学
校
教
務
課
（
　

０
７
９
０
　
１
５
５
１
）�

運
動
の
初
日
は
「
交
通
安
全
意
識

を
高
め
る
日
」�

　
元
気
で
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
す

た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
交
通

安
全
・
家
庭
や
職
場
で
交
通
安
全

の
大
切
さ
を
確
認
し
合
い
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。�

�高
齢
者
の
死
亡
事
故
の
大
半
は
道

路
横
断
中
�

　
一
般
に
高
齢
者
の
方
は
、
身
体

的
機
能
の
低
下
か
ら
、
道
路
を
横

断
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
ほ
か
、

と
っ
さ
の
時
の
危
険
回
避
が
遅
れ

が
ち
で
す
。�

　
高
齢
者
の
側
を
通
過
す
る
時
や

横
断
を
見
か
け
た
ら
、
十
分
に
速

度
を
落
と
す
な
ど
、
お
も
い
や
り

の
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
高
齢
者
自
身
も
無
理
を

せ
ず
、
安
全
な
方
法
で
通
行
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

　
市
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し

て
「
高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地

区
」
を
指
定
し
、
地
区
単
位
の
老

人
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
交
通
安
全
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
本
年
度
は
、
来
住
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
を
指
定
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
各
老
人

ク
ラ
ブ
単
位
で
自
主
的
な
交
通
安

全
活
動
を
推
進
し
、
無
事
故
の
目

標
を
達
成
さ
せ
る
「
高
齢
者
ハ
ー

ト
フ
ル
無
事
故
運
動
」
事
業
も
併

せ
て
実
施
し
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

�シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
１
０
０
％

で
自
動
車
乗
車
中
の
死
亡
事
故
０

を
め
ざ
そ
う
�

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
は
、

死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
事
故
に
直

結
す
る
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
交
通
事
故
発
生
時
に
お
け

る
安
全
装
置
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

に
優
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
車
に
乗
っ
た
ら
運
転
者
だ
け
で

な
く
、
同
乗
者
に
も
必
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
に

は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ

せ
ま
し
ょ
う
。�

�市
内
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
�

　
・
３
％
（
７
月
　
日
調
査
）�

１４�

４０�
２０�

２５�

１１�１１�１１�

２８�

１２�

１９� １６�

１６�

１２�

○�４７�

9月21日(金)

9月30日(日)
〜
�

9月21日(金)

9月30日(日)
〜
�

２７�

７０�

運
動
の
重
点

運
動
の
重
点
�

運
動
の
重
点
�

１
　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
�

２
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
�

　
　
着
用
の
徹
底
�

ト
ラ
ク
タ
ー
練
習
�

運
動
会
で
交
通
安
全
競
技
に
参
加
�

す
る
高
齢
者
ら
（
昨
年
の
高
齢
者
�

体
育
大
会
か
ら
）�

農
業  

〜
　
世
紀
を
む
か
え
て
〜  

　
�

２１�

○�２２�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

平

成

　

年

度

学

生

募

集

！

�

次
代
の
農
業
担
い
ま
せ
ん
か

次
代
の
農
業
担
い
ま
せ
ん
か
�

次
代
の
農
業
担
い
ま
せ
ん
か

次
代
の
農
業
担
い
ま
せ
ん
か
�

次
代
の
農
業
担
い
ま
せ
ん
か
�

１４�兵
庫
県
農
業
大
学
校
�



�������　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
同
じ

月
内
に
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
限
度
額
を
超
え
た
金
額
が

国
保
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
場
合
は
医
療
機
関
の
領
収

書
、
印
鑑
、
保
険
証
、
世
帯
主
の

口
座
等
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
保
険
給
付

の
対
象
と
な
ら
な
い
差
額
ベ
ッ
ド

代
、
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
暦
月
（
月

の
１
日
か
ら
末
日
）
を
１
月
と
し

て
医
療
機
関
毎
に
入
院
と
外
来
は

別
に
計
算
し
ま
す
。�

　
自
己
負
担
額
は
、
過
去
　
月
以

内
に
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

た
回
数
が
３
回
ま
で
の
場
合
と
４

回
目
以
降
で
は
異
な
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
保
険
医

療
係
（
　
　
１
４
６
９
）�

�

��������　
公
的
年
金
に
は
、「
老
齢
」「
障

害
」「
遺
族
」
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
心
は
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
「
老
齢
」
の
年
金
で
す
。�

　
公
的
年
金
制
度
で
は
、
現
役
世

代
が
納
め
る
保
険
料
は
そ
の
時
代

の
高
齢
者
世
代
の
年
金
と
し
て
使

わ
れ
、
現
役
世
代
の
年
金
は
そ
の

現
役
世
代
の
保
険
料
納
付
の
努
力

に
応
じ
て
次
の
世
代
が
支
え
る
と

い
う
、「
世
代
間
扶
養
」
の
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

生
活
資
金
と
な
る
年
金
は
、
現
役

世
代
か
ら
の
高
齢
者
世
代
へ
の
仕

送
り
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
年

金
は
一
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
も
し
も
、
公
的
年
金
が
な
か
っ

た
ら
、
私
た
ち
は
老
後
の
生
活
資

金
を
貯
蓄
や
私
的
年
金
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
の
財
源
だ
け
で
準
備
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遠
い
将

来
の
長
い
老
後
、
終
身
に
わ
た
っ

て
実
質
的
な
生
活
水
準
を
、
私
的

な
貯
蓄
や
個
人
年
金
で
保
障
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
た
、
自
分

の
備
え
だ
け
で
不
十
分
な
場
合
、

子
ど
も
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
子
ど
も
は
自
分
の
老
後
の
備

え
も
必
要
で
あ
り
、
子
ど
も
一
人

に
多
く
の
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　
公
的
年
金
制
度
は
、
こ
う
し
た

子
か
ら
親
へ
の
仕
送
り
を
社
会
全

体
に
置
き
換
え
、
一
人
ひ
と
り
が

背
負
っ
て
い
た
負
担
を
、
社
会
全

体
で
負
担
し
て
い
こ
う
と
い
う
し

く
み
な
の
で
す
。�

１４�平成１３年　広報「おの」９月号�

１２�

○�６３�

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街
�

（
市
内
黒
川
町
）

（
市
内
黒
川
町
）�

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街
�

第
２
期
共
同
分
譲
�

　
　
受
付
中
（
先
着
順
）�

（
市
内
黒
川
町
）�

　
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
（
７
社
）

と
共
同
分
譲
し
て
い
ま
す
。�

�▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
�

　
小
野
市
土
地
開
発
公
社
（
市
役

所
内
）
ま
で
。�

ア
メ
ニ
テ
ィ

ア
メ
ニ
テ
ィ
�

　
　
く
ろ
か
わ

　
　
く
ろ
か
わ
�

ア
メ
ニ
テ
ィ
�

　
　
く
ろ
か
わ
�

　長期にわたり高額な医療費が必要な疾病である、血友病、人
工透析が必要な慢性腎不全等については、国保に申請して交付
される「特定疾病療養受領証」を医療機関の窓口に提出すれば、
1か月の自己負担額10,000円までとなります。�

高額療養費の自己負担限度額�

同じ世帯のなかで複数いるときは？�

特定の疾病の場合�

区　　分� 3回目まで� 4回目以降�

35,400円�

63,600円�
医療費が318,000円
を超えたときは、超
えた分の1%を加算�

121,800円�
医療費が 609,000円を
超えたときは、超えた
分の1%を加算�

24,600円�

37,200円�

70,800円�

市民税非課税世帯�

一般�
基礎控除後の年間所
得額が670万円以下
の世帯�

上位所得者�
基礎控除後の年間所
得額が670万円を超
える世帯�

区　　分� 世帯に複数いる場合の合算額�

1人につき21,000円以上を合算して35,400円�

1人につき30,000円以上を合算して63,600円�
医療費が318,000円を超えたときは、超え
た分の1%を加算�

1人につき30,000円以上を合算して121,800円�
医療費が609,000円を超えたときは、超え
た分の1%を加算�

市民税非課税世帯�

一般�
基礎控除後の年間所
得額が670万円以下
の世帯�

上位所得者�
基礎控除後の年間所
得額が670万円を超
える世帯�

保
険
医
療
�

暮
ら
し
の
情
報
�
市
役
所
の
電
話
番
号
は
�

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
�

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら
�

　
　
高
額
療
養
費
支
給
制
度
�

国
民
年
金
�

公
的
年
金
の
役
割
�

●
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
る
�

年
金
は
現
役
世
代
か
ら
の
仕
送
り
� １

０
０
０
�

○�６３�



１５�平成１３年　広報「おの」９月号�

������　
平
成
　
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

介
護
保
険
制
度
で
は
、
第
１
号
被

保
険
者
（
　
歳
以
上
の
方
）
の
介

護
保
険
料
が
国
の
特
別
対
策
に
よ

り
、
最
初
の
半
年
間
は
免
除
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

後
１
年
間
は
本
来
の
額
の
半
額
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
期
間

が
終
わ
る
平
成
　
年
　
月
か
ら
は
、

介
護
保
険
料
は
本
来
の
額
と
な
り

ま
す
。�

　
今
年
の
６
月
上
旬
に
第
１
号
被

保
険
者
の
方
に
送
付
し
た
『
介
護

保
険
料
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
』
で
、　
月
か
ら
介

護
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。�

　
具
体
的
に
は
、
介
護
保
険
料
が

月
額
で
２,
７
０
０
円
の
方
の
場

合
は
、
昨
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

が
免
除
で
、
昨
年
　
月
か
ら
今
年

９
月
ま
で
が
１,
３
５
０
円
。
そ

し
て
、
今
年
の
　
月
か
ら
は
２,

７
０
０
円
と
な
り
ま
す
。�

��　
第
１
号
被
保
険
者
、
ま
た
は
生

計
維
持
者
が
災
害
等
に
よ
り
著
し

い
損
害
を
受
け
た
と
き
。
ま
た
、

生
計
維
持
者
の
収
入
が
、
死
亡
、

長
期
入
院
お
よ
び
事
業
の
休
廃
止
、

失
業
、
な
ら
び
に
農
作
物
の
不
作
、

不
漁
等
に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た

と
き
は
、
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。�

�����　
社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
、
短
期
入
所
お
よ
び
介

護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用

さ
れ
て
い
る
第
１
号
被
保
険
者
の

う
ち
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
低

所
得
者
等
の
一
定
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
利
用
者
負
担
額
が
減
免

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
た
だ

し
、
生
活
保
護
受
給
者
は
除
き
ま

す
）。�

�　
詳
し
く
は
、
市
民
課
介
護
保
険

係
（
�
�
１
５
０
９
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
月
か
ら
の
�

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
�

保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
�

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
生
�

活
困
難
者
に
対
す
る
介
護
�

保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
�

担
減
免
制
度
に
つ
い
て
�

�

１０�
　小野市の介護保険料の基準月額（平均に近い額）は2,700円であり、
それをもとに算出すると、5段階それぞれで下記の年額を納付して頂く
ことになります。�

国の特別対策により、�
　１．平成12年4月から9月分までの保険料は徴収しない。�
　２．平成12年10月からの1年間は、保険料を半額にする。�
　ということになっています。�
　　つまり、平成12年度の保険料は本来の額の4分の1となり、平成
　13年度は4分の3となります。�
　　そして、平成14年度からは本来の額となります。�

区　分�

H.12.4.1

9月分までは徴収しない。�

H.12.10.1 H.13.10.1 H.14.4.1

月　　　　額� 年額（本来の額）� 平成13年度の年額�

第1段階�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

2,700× 0.5＝1,350円�

2,700×0.75＝2,025円�

2,700× 1.0＝2,700円�

2,700×1.25＝3,375円�

2,700× 1.5＝4,050円�

16,200円�

24,300円�

32,400円�

40,500円�

48,600円�

12,150円�

18,225円�

24,300円�

30,375円�

36,450円�

H.13.4.1

10月からは半額にする。�

平成12年度� 平成13年度�

救　命　処　置�
意識がなければ�

呼吸があれば�呼吸がなければ�

気道の確保（口拭･頭部後屈頭部挙上法･異物除去）�

呼気吸込み人工呼吸� 側　臥　位�

心肺蘇生� 人工呼吸の継続�

心肺蘇生�

脈があれば�脈がなければ�

�����　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」、

９
月
９
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で
の

一
週
間
、
全
国
一
斉
に
「
救
急
医

療
期
間
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。�

　
当
市
に
お
い
て
も
、
応
急
手
当

の
普
及
、
啓
発
の
推
進
に
重
点
を

置
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
救
急
医

療
と
救
急
業
務
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
、
ま
た
、
救

急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
次
の
行
事
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

１．
市
内
各
所
に
ポ
ス
タ
ー
等
を

　
掲
示
し
ま
す
。�

�����２．
小
野
市
民
病
院
の
看
護
婦
さ

　
ん
を
「
一
日
救
急
隊
長
」
に
任

　
命
し
、
街
頭
救
急
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
ン
を
実
施
し
ま
す
。�

３．
移
動
救
急
教
室
の
開
設
�

　
　
小
野
サ
テ
ィ
・
９
月
９
日
�

　
　
　
　
時
か
ら
　
時
ま
で
�

　
　
市
立
図
書
館
・
９
月
　
日
�

　
　
　
　
時
か
ら
　
時
ま
で
�

４．
市
民
救
命
士
講
習
会
を
実
施

　
し
ま
す
。（
防
火
協
会
会
員
）�

▼
日
時
　
９
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
�

▼
場
所
　
小
野
・
加
東
医
師
会
館
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
�

１２�

１０�
１０�

６５�

１３�

１０�１０�

○�６３�

１５�

１５�

１４�

１６�

１０�

１２�

３０�

１３�

１２�

１６�

３０�

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？
�

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？
�

９
月
９
日
は
日
は
「
救
急
の
日
」

「
救
急
の
日
」�

９
月
９
日
は
日
は
「
救
急
の
日
」

「
救
急
の
日
」�

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」�（日）�（祝）�

（水）�

介
護
保
険
�



������▼
日
時
　
　
月
７
日
　
　
　
時
か

ら
（
開
場
　
時
　
分
）�

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
�

▽
第
１
部
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
集
�

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
：
舞
踏
会
の
美
女

ス
ッ
ペ
：
喜
歌
劇
『
軽
騎
兵
』
序

曲
　
マ
ス
カ
ー
ニ
ー
：
歌
劇
『
カ

ヴ
ァ
レ
リ
ア
･
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
』

間
奏
曲
　
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
：

バ
レ
エ
『
白
鳥
の
湖
』
組
曲
よ
り
�

▽
第
２
部
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の

出
会
い
�

　
日
本
の
歌
メ
ド
レ
ー
（
小
野
・

関
フ
ィ
ル
と
一
緒
に
歌
お
う
合
唱

団
と
の
共
演
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
〜
指
揮
者
を
体
験

し
て
み
よ
う
〜
）
リ
ス
ト
：
ハ
ン

ガ
リ
ー
狂
詩
曲
�

▽
第
３
部
　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
　
ス

ー
ザ
ー
『
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
』

楽
器
を
持
参
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
一
緒
に
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
前
売
り
入
場
券
　
好
評
発
売
中
。

全
席
自
由
。
一
般
２，
０
０
０
円

小
中
高
校
生
５
０
０
円
（
当
日
は

各
５
０
０
円
増
し
）�

▼
前
売
り
券
発
売
所
　
市
民
会
館
・

河
合
会
館
・
来
住
会
館
・
市
場
会

館
・
広
渡
会
館
・
下
東
条
コ
ミ
セ

ン
・
図
書
館
・
総
合
体
育
館
・
好

古
館
・
匠
台
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
�

▼
小
野
：
関
西
フ
ィ
ル
と
一
緒
に

歌
お
う
合
唱
団
（
　
人
）
紹
介
　
�

　
故
郷
・
春
の
小
川
・
村
祭
・
紅

葉
・
冬
景
色
な
ど
　
曲
か
ら
な
る

「
日
本
の
歌
メ
ド
レ
ー
」
を
響
か

せ
る
　
月
の
公
演
に
向
け
て
毎
週

金
曜
日
に
猛
練
習
中
。
西
村
厚
一

団
長
は
、「
岡
村
健
治
さ
ん
や
西

村
香
子
さ
ん
等
の
指
導
が
す
ば
ら

し
い
。
９
月
　
日
、
指
揮
者
の
藤

岡
幸
夫
さ
ん
を
迎
え
て
の
合
同
練

習
で
は
、
団
員
一
人
ひ
と
り
に
持

ち
味
を
発
揮
し
て
も
ら
い
、
手
づ

く
り
合
唱
団
の
良
さ
を
発
揮
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。�

��������▼
期
日
　
９
月
　
日
　
か
ら
　
月

　
日
　（
全
６
回
）�

▼
定
員
　
　
名
�

▼
対
象
　
成
人
の
方
�

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
た

だ
し
、
材
料
費
等
は
別
途
徴
収
）�

▼
講
師
　
福
井
雅
彦
（
レ
ス
ト
ラ

ン
　
フ
ァ
ッ
ト
リ
ア
福
井
）
他
の

皆
さ
ん
�

▼
内
容
　
こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同

参
画
、
イ
タ
リ
ア
ン
ク
ッ
キ
ン
グ
、

み
ん
な
で
整
体
、
自
分
の
印
作
り
、

国
立
民
族
博
物
館
見
学
等
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
９
月
１
日
　

か
ら
　
日
　
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
用
紙
に
　
氏
名
　
住
所
　
男
女

の
別
　
電
話
番
号
を
記
入
の
こ
と
。

葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
込
も
可

（
　
日
必
着
）。
電
話
申
込
は
不
可
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で

決
定
。�

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
―
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
―

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
男
女
共

同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
係
�

Ｅ
メ
ー
ル
�

�

���▼
日
時
　
９
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時
　
分
�

▼
定
員
　
　
名
�

▼
対
象
　
小
・
中
学
生
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
内
容
　
草
木
の
た
た
き
染
め
と

植
物
観
察
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
９
月
１
日
　

か
ら
　
日
　
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
用
紙
に
　
氏
名
　
住
所
　
学
校

名
　
学
年
　
男
女
の
別
　
保
護
者

名
　
電
話
番
号
を
記
入
の
こ
と
。

葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
込
も
可

（
　
日
必
着
）。
電
話
申
込
は
不
可
。

申
込
者
多
数
の
時
は
、
抽
選
で
決
定
。�

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
―
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
―

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
自
然
観

察
ち
び
っ
子
講
座
係
�

����▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
�

▼
定
員
　
　
名
�

▼
対
象
　
小
・
中
学
生
（
保
護
者

同
伴
も
歓
迎
）�

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
保

険
料
と
し
て
４
５
０
円
必
要
）�

▼
講
師
　
清
水
和
行
プ
ロ
お
よ
び

チ
ー
ム
バ
グ
ー
ス
の
皆
さ
ん
�

▼
内
容
　
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

の
マ
ナ
ー
、
危
険
回
避
、
基
礎
技

術
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

実
釣
、
た
め
池
の
清
掃
等
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
９
月
１
日
　

か
ら
　
日
　
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
用
紙
に
　
氏
名
　
住
所
　
学
校

名
　
学
年
　
男
女
の
別
　
保
護
者

名
　
電
話
番
号
を
記
入
の
こ
と
。

葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
込
も
可

（
　
日
必
着
）。
電
話
申
込
は
不
可
。

申
込
者
多
数
の
時
は
、
抽
選
で
決
定
。�

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
―
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
―

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
ル
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
講
座
係
�

����▼
日
時
　
９
月
　
日
　
�

▼
受
付
　
当
日
９
時
か
ら
９
時
　

分
�

▼
対
象
者
　
囲
碁
愛
好
者
（
小
野

市
民
以
外
の
方
も
歓
迎
）�

▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
�

▼
参
加
費
　
一
般
１，
０
０
０
円
、

小
中
学
生
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）�

▼
対
局
　
Ａ
級
：
：
４
段
以
上
、

Ｂ
級
：
：
初
〜
３
段
、
Ｃ
級
：
：

１
級
以
下
�

▼
賞
　
各
級
１
〜
３
位
に
ト
ロ
フ

ィ
・
賞
状
・
副
賞
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
�

１６�平成１３年　広報「おの」９月号�

（
文
化
＆
ス
ポ
ー
ツ
）�

１０�

１２� ５２�

２９�

ｋ
ｏ
ｍｉｎ
ｋａｎ

＠
ｃｉｔｙ

．�
ｏ
ｎ
ｏ
．ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ
．ｊ
ｐ
�

２２�

３０�

（土）�

（土）�

（土）�

３０�

３０�

１３�

３０�

１５�
１６�

１６�

３０�
２５�

（日）�

３０�

３０�

（日）�

２３�

（祝）�

（日）�

（土）�

（日）�

１５�

（土）�１５�

１５�

１４�

１５�

５０� １０�

１０�

（土）�

１２�

○�１�

○�２�

○�４�

○�３�

○�１�

○�２�

○�３�

○�４�○�７�

○�５�

○�６�

○�１�

○�２�

○�３�

○�４�○�７�

○�５�

○�６�

市
民
会
館
�

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
�

　
　
　
管
弦
楽
団
演
奏
会
�

自
然
観
察
ち
び
っ
子
講
座
�

　
　
　
　
　
受
講
生
募
集
�

ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
講
座
�

　
　
　
　
　
受
講
生
募
集
�

第
　
回
小
野
市
民
囲
碁
大
会
�

　
　
　
　
　
出
場
者
募
集
�

中
央
公
民
館
�

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
�

「
小
さ
な
発
見
か
ら
」�

　
　
│ 

受
講
生
募
集 

│�

１３�１０�

１４�

（日）�

３０�

６２�

小
野
・
関
フ
ィ
ル
と
一
緒
に
歌
お
う�

合
唱
団
と
の
共
演
（
昨
年
の
演
奏
会
）�



１７�平成１３年　広報「おの」９月号�

�����　
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
に
、
こ

ど
も
放
送
局
を
放
映
し
て
い
ま
す
。�

　
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
。�

９
月
８
日
　
　「
気
象
」�

　
　
　
日
　
　「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」�

　
　
　
　
と
も
に
　
時
　
分
か
ら

　
　
　
　
　
時
　
分
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

���▼
日
時
　
９
月
９
日
　
　
　
時
か

ら
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

▼
料
金
　
無
料
�

▼
内
容
　
刑
期
を
終
え
出
所
し
た

ジ
ョ
ニ
ー
は
、
競
馬
の
売
上
げ
金

２
０
０
万
ド
ル
を
巧
妙
に
奪
う
計

画
を
立
て
て
い
た
。
金
を
必
要
と

す
る
男
た
ち
を
仲
間
に
加
え
、
入

念
な
準
備
を
す
す
め
る
が
、
メ
ン

バ
ー
の
一
人
が
妻
に
計
画
を
漏
ら

し
て
し
ま
う
。�

　
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
が
ハ
リ

ウ
ッ
ド
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
犯
罪

ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
。�

���▼
日
時
　
９
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

▼
料
金
　
無
料
�

▼
内
容
　
音
楽
家
の
ア
パ
ー
ト
で

ダ
ル
メ
シ
ア
ン
犬
夫
婦
と
小
犬
た

ち
が
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
毛
皮
マ
ニ
ア
の
ク
ル
エ

ラ
が
小
犬
た
ち
の
毛
で
コ
ー
ト
を

仕
立
て
よ
う
と
街
中
の
ダ
ル
メ
シ

ア
ン
の
小
犬
を
誘
拐
し
て
し
ま
う
。�

　
小
犬
た
ち
の
し
ぐ
さ
が
か
わ
い

い
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
名
作
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
。�

��　
絵
本
や
物
語
な
ど
の
楽
し
い
お

話
を
し
ま
す
。
途
中
か
ら
は
入
れ

な
い
の
で
時
間
に
お
く
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
９
月
８
日
　
・
　
日
　
�

（
小
学
低
学
年
ま
で
）　
時
か
ら
、

（
小
学
高
学
年
以
上
）　
時
　
分
か

ら�▼
場
所
　
２
階
和
室
�

��今
月
は
「
食
べ
物
の
お
話
」
を
展

示
し
ま
す
。�

������　
秋
の
夕
べ
、
琴
と
尺
八
の
演
奏

を
聞
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
、

お
茶
と
お
菓
子
で
お
く
つ
ろ
ぎ
く

だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
昼
間
忙
し
く
て
好
古
館

を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
も

当
日
は
　
時
か
ら
　
時
ま
で
無
料

で
開
館
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
　
月
１
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
�

▼
場
所
�

　
本
席
　
好
古
館
茶
室
「
柳
風
亭
」�

　
野
点
　
好
古
館
庭
園
「
柳
風
園
」�

　
　
　
　
演
　
　
奏
　
三
曲
協
会
�

▼
費
用
　
茶
券
　
１
枚
３
０
０
円
�

���　
敬
老
の
日
を
祝
っ
て
、
高
校
生

と
心
な
ご
む
ひ
と
と
き
を
、
お
点

前
と
手
作
り
の
お
菓
子
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
９
月
　
日
　
　
９
時
　

分
か
ら
　
時
　
分
�

▼
場
所
　
好
古
館
庭
園
　
等
�

　
　
　（
お
点
前
、
お
菓
子
�

　
　
　
　
小
野
高
校
茶
道
部
�

　
　
　
　
　
家
庭
研
究
ク
ラ
ブ
）�

▼
費
用
　
無
料
�

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
�

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
好
古
館
（
　
　

３
３
９
０
）�

�����　
子
育
て
に
忙
し
い
お
母
さ
ん
、

ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み
し
て
、
生
の

演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
を
こ
ど
も
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

　
音
楽
の
楽
し
さ
、
優
し
さ
を
お

届
け
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
９
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
　
分
�

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
�

▼
演
奏
者
�

ピ

ア

ノ
　
吉
田
　
恵
理
子
�

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
　
高
橋
　
多
美
�

▼
対
象
　
２
・
３
・
４
歳
児
の
親

子
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
定
員
　
　
組
�

▼
締
め
切
り
　
９
月
　
日
　（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）�

▼
参
加
申
し
込
み
　
官
製
は
が
き
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
参
加
希
望
者

の
親
子
氏
名
、
幼
児
の
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
６
７
５
―
１
３
８
０
　
小
野
市

王
子
町
８
０
６
―
１
　
市
教
育
委

員
会
　
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
・

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
　
＆
Ｆ

Ａ
Ｘ
　
７
０
２
０
）
�

２２�

２２�

１０�

１８�

１８�

２１�
１５�

２１�

１０�

１５�

１４�１４�

４０�

３０�

３０�

２７�

１１�

１０�

１１�

５０�

２０�

３０�

１４�

２３�

１０�

３０�

３０�

３０�

（土）�（土）�

（土）�

（月）�（祝）�

（木）�

（木）�

（土）�

（日）�（日）�

○�６３�

○�６２�

���▼
日
時
　
　
月
７
日
　（
小
雨
決

行
）　
９
時
　
分
か
ら
�

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
陸
上
競

技
場
�

▼
種
目
　
�

◎
男
子
（
８
種
目
）
１
０
０
ｍ
・
４

０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
５
０
０
０
ｍ
・
４

×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
・
走
高
跳
・
走

幅
跳
・
砲
丸
投
げ
（
５
・
　
　
）�

◎
女
子
（
８
種
目
）
１
０
０
ｍ
・
２

０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
３
０
０
０
ｍ
・
４

×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
・
走
高
跳
・
走

幅
跳
・
砲
丸
投
げ
（
４
　
）�

◎
　
歳
以
上
壮
年
の
部
（
大
会
当
�

���日
の
満
年
齢
）
男
女
３
０
０
０
ｍ
�

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
・
勤

務
す
る
方
、
お
よ
び
市
内
の
高
校

に
通
学
す
る
高
校
生
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
９

月
　
日
　
ま
で
に
総
合
体
育
館
受

付
へ
。�

▼
参
加
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
陸

連
未
登
録
者
は
、
一
人
５
０
０
円

が
必
要
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
陸
上
競
技
協

会
事
務
局
永
井
（
　
　
２
７
２
０
）�

�

○�６３�

１０�３０�

３５�

１８�

ｋｇ�

ｋｇ�
４４�

（日）�

（火）�

市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
�

市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
�（
一
般
の
部
）�

 
出
場
者
募
集
�

図

書

館
�

こ
　ど
　も
　放
　送
　局
�

子

育

て

�

ほ
っ
と
ひ
と
い
き
コ
ン
サ
ー
ト
�

　
お
　
　
話
　
　
会
�

　
今
　
月
　
の
　
本
�

名
画
鑑
賞
会
�

　
「
現
金
に
体
を
張
れ
」
�

好

古

館

�

高
校
生
と
の
�

　
敬
老
ふ
れ
あ
い
茶
会
�

こ
ど
も
映
画
会
�

「
１
０
１
匹
わ
ん
ち
ゃ
ん
」
�

柳
風
亭
　
観
月
茶
会
�

十
五
夜
の
夜
お
月
見
と
お
茶
席�



�������▼
主
催
　
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
�

▼
期
間
　
　
月
４
日
か
ら
　
月
　

日
（
毎
週
木
曜
日
）
８
回
（
説
明

会
は
　
月
２
日
　
）�

▼
時
間
　
　
時
　
分
か
ら
　
時
　

分
�

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

ア
リ
ー
ナ
�

▼
対
象
・
募
集
人
員
　
市
内
に
在

住
の
小
学
４
・
５
・
６
年
生
　
名

（
男
女
不
問
）�

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
含
む
。
た
だ

し
、
前
期
か
ら
の
継
続
受
講
者
は

保
険
料
を
除
い
た
額
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
受

講
料
を
添
え
、
９
月
　
日
　
ま
で

に
総
合
体
育
館
、
ま
た
は
市
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
、
賀

内
（
　
　
２
５
８
１
）
へ
。�

���▼
主
催
　
市
テ
ニ
ス
協
会
�

▼
開
催
日
時
　
９
月
　
日
　
　
９

時
か
ら
（
雨
天
時
９
月
　
日
　
）�

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
�

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
、
ま
た
は

在
勤
の
テ
ニ
ス
初
心
者
、
あ
る
い

は
各
地
の
テ
ニ
ス
大
会
で
初
戦
や

２
回
戦
進
出
程
度
の
方
　
�

▼
試
合
方
法
　
男
女
ダ
ブ
ル
ス
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
�

▼
参
加
料
　
２，
５
０
０
円
�

▼
締
め
切
り
　
９
月
　
日
�

▼
申
し
込
み
　
総
合
体
育
館
（
　

　
７
０
０
０
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
協
会
役
員
小
林

（
　
　
３
５
１
３
）�

�������▼
応
募
規
定
�

○
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
�

○
部
門
　
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
塑
・
工
芸
�

○
出
品
点
数
　
同
部
門
一
人
２
点

以
内
（
未
発
表
の
自
作
品
に
限
る
）�

○
出
品
料
　
無
料
�

▼
会
期
　
　
月
６
日
　
か
ら
同
月

９
日
�

▼
会
場
　
伝
統
産
業
会
館
�

▼
作
品
搬
入
　
　
月
２
日
　
の
９

時
　
分
か
ら
　
時
ま
で
に
会
場
へ

持
参
く
だ
さ
い（
募
集
要
項
は
生

涯
学
習
課
、
中
央
公
民
館
、
図
書

館
お
よ
び
各
隣
保
館
に
あ
り
ま
す
）。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
内
　
小
野
市
美
術
展
係

（
　
　
２
４
４
５
）�

���������◎
い
つ
か
ら
決
め
ら
れ
た
の
？
�

　
昭
和
　
年
に
、
下
水
道
の
全
国

的
な
普
及
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、

当
時
の
建
設
省
・
厚
生
省
な
ど
に

よ
り
「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」

と
し
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。�

◎
な
ぜ
こ
の
時
期
な
の
？
�

　
雨
水
整
備
の
促
進
は
下
水
道
の

役
割
の
一
つ
で
す
。
年
間
で
台
風

が
一
番
多
く
到
来
す
る
こ
の
時
期

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

◎
何
を
す
る
の
？
�

　
下
水
道
の
普
及
と
活
用
を
促
進

す
る
運
動
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。
市
で
は
約
９，
０
０
０

戸
が
水
洗
化
を
完
了
し
て
い
ま
す

（
平
成
　
年
３
月
末
現
在
）
が
、

更
に
推
進
さ
せ
る
た
め
、
９
月
を

水
洗
化
促
進
活
動
の
強
化
月
間
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。�

　
未
水
洗
化
家
屋
の
訪
問
活
動
：

下
水
道
が
整
備
さ
れ
れ
ば
水
洗
化

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
供

用
開
始
区
域
内
の
未
水
洗
化
の
家

庭
へ
、
水
洗
化
の
お
願
い
を
し
ま

す
。�

　
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

の
推
進
：
「
水
洗
便
所
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
」
制
度
の
利
用
拡

大
を
進
め
ま
す
。
ご
相
談
・
申
し

込
み
を
下
水
道
課
の
窓
口
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

・
融
資
あ
っ
せ
ん
額
　
　
万
円
以

内
�

・
利
率
　
　
　
　
　
　
２
・
５
％
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
　

　
１
０
０
４
）�

１８�平成１３年　広報「おの」９月号�

（
ス
ポ
ー
ツ
＆
生
活
）�

○�６６�
○�６２�

○�１�

８０�

○�２�

○�６３�

Ｑ
　
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。�

Ａ
　
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
あ
る
高

齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

に
対
し
、
紙
お
む
つ
や
尿
と
り
パ

ッ
ド
等
の
介
護
用
品
を
宅
配
に
て

支
給
し
ま
す
。�

Ｑ
　「
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
あ
る

高
齢
者
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
人
の
こ
と
で
す
か
。�

Ａ
　
こ
こ
で
は
、
介
護
認
定
で
要

介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
た

方
を
言
い
ま
す
。�

Ｑ
　
所
得
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
。�

Ａ
　
高
齢
者
お
よ
び
そ
の
介
護
者

の
属
す
る
世
帯
が
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
に
限
っ
て
い
ま
す
。�

Ｑ
　
１
ヶ
月
あ
た
り
ど
の
く
ら
い

支
給
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。�

Ａ
　
支
給
限
度
額
は
１
ヶ
月
あ
た

り
６，
２
５
０
円
ま
で
で
す
。
そ
の
�

�限
度
額
の
範
囲
内
で
、
市
が
指
定

し
て
い
る
品
目
の
中
か
ら
必
要
な

も
の
を
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

Ｑ
　
品
物
で
は
な
く
、
お
金
で
支

給
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。�

Ａ
　
そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

介
護
用
品
の
現
物
を
支
給
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。�

Ｑ
　
高
齢
者
が
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
介
護
保
険
施
設
に
入

所
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
ど

う
な
り
ま
す
か
。�

Ａ
　
そ
の
場
合
、
入
所
さ
れ
た
時

点
で
受
給
資
格
は
な
く
な
り
ま
す

が
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
月
分
ま

で
は
用
品
を
支
給
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
高
齢
者
が
病
院
等
に
３
ヶ
月

以
上
入
院
さ
れ
た
場
合
も
同
じ
で

す
。�

〜
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
編
〜

〜
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
編
〜
�

〜
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
編
〜
�

ス
ポ
ー
ツ
�

芸
　
　
術
�

第
　
回
小
野
市
美
術
展
�

　
　
　
　
　
作
品
募
集
�

第
４
回
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
テ
ニ
ス
大
会
�

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
�

下
　
水
　
道
�

９
月
　
日
は
「
下
水
道
の
日
」
�

推
進
標
語
「
下
水
道�

あ
な
た
と
水
を
む
す
ぶ
み
ち
」�

小
学
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
�

　
ボ
ー
ル
教
室
（
後
期
）
�

　
　
　
　
　
受
講
生
募
集
�

１０�１８�

１４�

３６�

２０�
４０�

１０�

１１�

２２�

（火）�

（金）�

（日）�

（日）�

（日）�

（木）�

３０�

３０�

３０�

３０�

１６�

１２�

１２�

１３�

１６�

（日）�

３０�
（日）�

２３�

○�６２�

２８�

○�６３�
１０�



１９�平成１３年　広報「おの」９月号�

������　
市
内
黒
川
町
で
進
め
て
い
ま
す

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の
宅

地
分
譲
を
開
始
し
ま
す
。�

　
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
、
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
留
地

の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
黒

川
南
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
区
画
数
お
よ
び
価
格
　

別
表
の
と
お
り
�

▼
売
却
方
法
　
先
着
順
�

▼
申
し
込
み
資
格
　
特
に

問
い
ま
せ
ん
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
黒
川
南

土
地
区
画
整
理
組
合
事
務

局
（
地
域
振
興
部
ま
ち
づ

く
り
課
内
　
　
　
１
８
８

４
）�

　
療
育
手
帳
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

方
の
福
祉
制
度
に
つ
い
て
、
今
回

は
日
常
生
活
に
必
要
な
介
護
等
を

紹
介
し
ま
す
。�

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
�

　
重
度
の
障
害
を
も
つ
方
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、

家
事
や
介
護
等
の
日
常
生
活
の
お

世
話
を
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
日
常
生
活
を
送
る
の

に
支
障
が
あ
る
重
度
心
身
障
害
者

（
児
）
の
い
る
家
庭
で
あ
っ
て
、

本
人
ま
た
は
家
族
が
家
事
、
介
護

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
場

合
。�

▼
費
用
　
所
得
に
応
じ
て
負
担
が

あ
り
ま
す
。�

○
短
期
入
所
�

　
障
害
者
（
児
）
の
介
護
を
行
う

方
の
疾
病
、
看
護
、
出
産
、
冠
婚

葬
祭
ま
た
は
休
養
な
ど
で
一
時
的

に
介
護
が
で
き
な
い
場
合
に
、
短

期
間
施
設
で
お
世
話
し
ま
す
。�

�

▼
対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
在

宅
の
知
的
障
害
者
（
児
）。
た
だ

し
、
伝
染
病
等
、
他
の
者
に
伝
染

す
る
恐
れ
の
あ
る
方
、
ま
た
は
、

疾
病
等
に
よ
り
医
療
機
関
に
入
院

し
て
医
療
を
受
け
る
必
要
の
あ
る

方
は
除
き
ま
す
。�

▼
費
用
　
飲
食
費
相
当
額
が
負
担

額
と
な
り
ま
す
。�

○
住
宅
改
造
費
助
成
制
度
�

　
重
度
の
障
害
を
も
つ
方
が
生
活

す
る
の
に
適
し
た
構
造
に
住
宅
を

改
造
、
改
築
さ
れ
る
場
合
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額
は
１
０
０
万
円
を
限
度

と
し
、
市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ

り
助
成
率
が
異
な
り
ま
す
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
福
祉
部

福
祉
課
（
　
　
１
６
４
５
）�

�　
次
回
は
、
公
共
交
通
機
関
や
自

動
車
の
利
用
等
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。�

Ｑ
　
申
請
を
す
る
と
、
す
ぐ
に
介

護
用
品
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
。�

Ａ
　
用
品
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
�

い
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

支
給
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
長
寿
福

祉
係
（
　
　
１
０
１
１
）�

市役所�

小野中学校�

電鉄小野駅�

小野市民病院�

国
道
１
７
５
号
�

小

野

商

店

街

�

至
三
木
�

小野東小学校�

浄谷町南�

天神町�

小野東�
幼稚園�

小　野�
保育園�

小野警察派出所�

大池総合公園�

市立図書館�

JA�
SS

マイカル�
小野サティ�

黒川南土地区画�

山陽道三木・�
小野インター�

　
わ
が
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
と
し
た
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
の
結
果
が
国
や
地
域

の
産
業
・
経
済
施
策
な
ど
の
重
要

な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。�

　
９
月
下
旬
に
調
査
員
が
お
伺
い

し
て
「
調
査
票
」
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。�

○�２�

〜
知
的
障
害
者
　
へ
の
福
祉
〜
�

（児）�○�６３�
○�６３�

○�６３�

黒川南土地区画整理事業宅地分譲価格表�
〈別表〉�

（分譲地位置図）�

（位置図）�

記号�面積（ｍ）�1ｍ 当たり単価（円）� 分譲価格（円）�

Ａ�

Ｂ�

Ｃ�

Ｄ�

Ｅ�

Ｈ�

154�

60 7�

36 3�

38 2�

55 1�

24 6

103,600�

81,500�

98,400�

108,900�

112,300�

98,400

15,954,400�

49,470,500�

35,719,200�

41,559,800�

61,877,300�

24,206,400

2 2

公園�
Ｇ済�

Ｆ済�

Ａ�

Ｂ�

Ｃ�

Ｄ� Ｅ�

Ｈ�

都市計画道路天神葉多線�

住
　
　
宅
�

宅
地
分
譲
を
開
始
し
ま
す
�

黒
川
南
土
地
区
画
整
理
区
域
内
�

お
知
ら
せ
�

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
�

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い
！�



２０�平成１３年　広報「おの」９月号�

（
募
集
＆
相
談
）�

������　
こ
こ
数
年
の
外
来
患
者
数
の
増

加
に
伴
い
、
病
院
正
面
駐
車
場
が

混
雑
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
病
院

東
側
に
も
駐
車
場
を
設
け
ま
し
た
。

病
院
へ
の
入
口
（
東
側
出
入
口
）

も
設
け
て
い
ま
す
。�

　
来
院
の
際
に
は
ぜ
ひ
、
第
２
駐

車
場
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
開
閉
時
間
�

　
８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
�

▼
駐
車
ス
ペ
ー
ス
　
　
台
�

　
あ
な
た
自
身
が
感
染
し
な
い
こ

と
（
感
染
者
の
増
加
を
防
ぐ
こ
と
）

つ
ま
り
、
き
ち
ん
と
予
防
す
る
こ

と
（
セ
イ
フ
ァ
ー
・
セ
ッ
ク
ス
：

コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
）。�

　
患
者
・
感
染
者
へ
の
配
慮
を
忘

れ
な
い
こ
と
　
仲
間
が
「
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
」
を
冗
談
に
し
た
と
き
、「
そ

う
い
う
冗
談
は
よ
く
な
い
よ
」
と

言
え
ま
す
か
。
も
し
、
そ
ん
な
冗

談
が
何
も
気
に
な
ら
な
い
の
な
ら
、

差
別
を
許
し
て
い
る
の
と
同
じ
で

す
。
も
し
、
自
分
の
病
気
を
冗
談

に
さ
れ
た
ら
・
・
・
あ
な
た
は
ど

ん
な
思
い
に
な
り
ま
す
か
。�

　
性
意
識
に
つ
い
て
考
え
直
す
こ

と
　
性
に
つ
い
て
は
、
男
性
中
心

の
意
識
が
強
い
も
の
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
お
互
い
の
心
と
体

を
大
切
に
し
た
対
等
の
関
係
を
築

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
を
付
け
る
こ
と

　
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
と
は
、
エ
イ
ズ

に
苦
し
む
す
べ
て
の
人
の
理
解
と

支
援
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
こ
れ
を

付
け
る
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対

し
て
偏
見
を
も
た
ず
差
別
を
し
な

い
こ
と
を
示
す
簡
単
な
行
動
で
す
。�

�　
小
野
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）�

　
　
　
　
　
推
進
・
実
行
委
員
会
�

�

▼
開
設
日
時
　
９
月
　
日
　
か
ら

同
月
　
日
　
ま
で
の
６
日
間
（
毎

日
９
時
か
ら
　
時
ま
で
）�

▼
場
所
　〈
９
月
　
日
　
か
ら
　

日
　
ま
で
〉
兵
庫
県
警
察
本
部
１

階
会
議
室
（
神
戸
市
中
央
区
下
山

手
通
５
丁
目
４
番
１
号
・
　
０
７

８
―
３
４
１
―
７
４
４
１
）�

　〈
９
月
　
日
　
か
ら
　
日
　
ま

で
〉
姫
路
市
自
治
福
祉
会
館
（
姫

路
市
安
田
３
丁
目
１
番
地
・
　
０

７
９
２
　
０
１
３
０
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
兵
庫
県
社
警
察

署
刑
事
課
鑑
識
係
（
　
０
７
９
５

　
０
１
１
０
）�

〈
�����　小

野
養
護
学
校
保
護
者
会
が
中

心
に
な
り
、
次
の
と
お
り
バ
ザ
ー

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
小
野
養
護

学
校
の
卒
業
後
の
通
所
施
設
作
り

等
の
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。�

　
な
お
、
小
野
会
場
で
は
当
日
、

「
お
の
よ
う
展
」
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
日
時
・
場
所
�

　
　
月
　
日
　
　
９
時
か
ら
　
時

　（
小
野
市
伝
統
産
業
会
館
）�

　
　
月
３
日
　
　
９
時
か
ら
　
時

　（
社
菊
祭
り
会
場
）�

▼
寄
贈
物
品
　
日
用
雑
貨
類
等
�

▼
バ
ザ
ー
物
品
回
収
期
日
　
９
月

　
日
ま
で
�

▼
物
品
回
収
場
所
・
方
法
�

　
小
野
市
、
加
東
郡
の
小
・
中
学

校
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。�

※
自
宅
ま
で
引
き
取
り
に
も
伺
い

ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
養
護
学
校

（
　
　
２
５
７
１
）�

����　
警
察
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
安
全
に
関
す
る
相

談
に
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め
、

「
県
警
な
ん
で
も
相
談
」
の
ほ
か

性
犯
罪
被
害
相
談
、
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
相
談
、
少
年
相
談
等
の
専
門

相
談
窓
口
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。�

　
こ
れ
ら
の
相
談
窓
口
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

警
察
総
合
相
談
電
話
で
あ
る
「
＃

９
１
１
０
」
に
ち
な
ん
で
、
全
国

一
斉
に
９
月
　
日
を
「
警
察
相
談

の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。�

　
警
察
へ
の
相
談
、
要
望
等
は
各

種
相
談
窓
口
の
ほ
か
、
最
寄
り
の

警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
で
も
警

察
安
全
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。�

○�１�○�２�
１０�１１�

１４�

１２�１５�

２９�

（日）�（土）�

○�６６�

市民病院「第2駐車場」位置図�

市
民
病
院
前�

駐車場�

自転車置場�

食堂�

外来棟�

第2駐車場�

本館�

正面入口�

救急夜間出入口�

職員駐車場�

東側出入口�

国道
175
号�

N

市
民
病
院
�

ご
利
用
く
だ
さ
い
！
�

「
第
２
駐
車
場
」
を
新
設
�

お
知
ら
せ
�

社
警
察
署
か
ら
�

バ
ザ
ー
へ
ご
協
力
を
！
�

１７�

３０�

３０�

５０�

エ
イ
ズ
の
基
本
　
�

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
�

６�

　
エ
イ
ズ
の
基
本
６
回
目
。
前
回
、
不
確
か
な
情
報
や
間
違
っ
た
認

識
が
エ
イ
ズ
問
題
を
大
き
く
し
て
き
た
こ
と
や
、
エ
イ
ズ
と
い
う
病

気
に
対
し
て
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
理
解
し
た
と
し
て
も
、
自
分
と

関
係
が
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は
エ
イ
ズ
問
題
を
本
当
に
理
解
し

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
そ
れ
で
は
、
本
当
に
エ
イ
ズ
問
題
を
理
解
し
て
い
く
た
め
に
、
私

た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。�

○�１�

○�３�

○�４�

○�２�

２１�

２６�

１１�

１７�

２１�

２４�

２６�

２３�

（日）�

（金）�

（水）�

（月）�

（金）�

（水）�

○�８８�

○�４２�

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者
�

　
　
相
談
所
の
開
設

　
　
相
談
所
の
開
設
�

� 行
方
不
明
者
�

　
　
相
談
所
の
開
設
�

�

９
月
　
日
は「
警
察
相
談
の
日
」
�

１１�
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�����「看
護
学
生
」�

▼
応
募
資
格
　
高
卒
（
見
込
み
）

か
ら
　
歳
未
満
の
男
女
�

▼
受
付
期
間
　
９
月
　
日
か
ら
　

月
　
日
�

▼
１
次
試
験
　
　
月
　
日
　
�

「
防
衛
大
・
防
衛
医
大
学
校
学
生
」�

▼
応
募
資
格
　
高
卒
（
見
込
み
）

か
ら
　
歳
未
満
の
男
女
�

▼
受
付
期
間
　
９
月
　
日
か
ら
　

月
　
日
�

▼
１
次
試
験
　
防
衛
大
：
　
月
　

日
、　
日
　
防
衛
医
大
：
　
月
３

日
、
４
日
�

※
詳
細
　
自
衛
隊
兵
庫
地
方
連
絡

部
青
野
原
分
駐
所
（
　
　
７
９
５

９
）�

���　
県
で
は
、
ゆ
と
り
と
潤
い
に
満

ち
た
「
さ
わ
や
か
な
県
土
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
花
や
緑
は
、

私
た
ち
の
く
ら
し
に
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。�

　
花
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
美
し
い

県
土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
家

庭
や
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
で

育
て
ら
れ
て
い
る
花
や
緑
（
花
壇

等
）
の
優
良
事
例
を
顕
彰
し
、
県

民
参
加
に
よ
る
う
る
お
い
と
や
す

ら
ぎ
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
の
促

進
を
図
る
た
め
、
あ
な
た
の
身
の

ま
わ
り
で
、
く
ら
し
に
う
る
お
い

と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
四

季
折
々
に
育
て
ら
れ
た
花
と
緑
の

優
良
事
例
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

▼
部
門
　
・
家
庭
緑
化
部
門
・
学

園
緑
化
部
門
・
職
域
緑
化
部
門
�

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
緑
化
部
門
・
市

町
等
緑
化
部
門
�

▼
規
模
　
緑
化
（
花
壇
等
）
面
積

の
合
計
が
概
ね
　
ｍ
以
上
。（
た

だ
し
、
家
庭
緑
化
部
門
は
制
限
無

し
）�

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
書
（
生

活
環
境
課
備
付
）
に
写
真
を
添
え

て
、
９
月
　
日
　
ま
で
に
生
活
環

境
課
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
福
祉
部
生

活
環
境
課
生
活
係
（
　
　
３
３
８

７
）�

���　
緑
・
花
の
あ
る
風
景
、
何
と
な

く
心
が
や
す
ら
ぎ
ま
す
。
各
家
庭

に
お
け
る
そ
ん
な
風
景
写
真
を
募

集
し
ま
す
。�

▼
テ
ー
マ
�

　
各
家
庭
に
お
け
る
庭
・
ベ
ラ
ン

ダ
・
コ
ン
テ
ナ
・
ハ
ン
ギ
ン
グ
等

「
緑
・
花
」
の
あ
る
風
景
を
テ
ー

マ
に
撮
影
し
た
も
の
�

▼
サ
イ
ズ
・
仕
上
げ
等
�

　
　
四
つ
切
り
�

　
　
カ
ラ
ー
・
白
黒
は
自
由
�

　
　
点
数
は
２
点
以
内
�

▼
主
催
�

　
小
野
商
工
会
議
所
�

▼
展
示
期
間
・
場
所
�

　
　
月
　
日
・
　
日
�

　
大
池
総
合
公
園
内
「
ガ
ー
デ
ニ

　
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
」�

　
　
月
　
日
か
ら
　
月
３
日
�

　
小
野
商
工
会
館
�

▼
応
募
期
限
・
方
法
�

　
○
期
限
　
９
月
　
日
�

　
○
場
所
　
小
野
商
工
会
議
所
�

　
○
方
法
　
各
自
写
真
を
会
議
所

　
　
　
　
　
ま
で
持
参
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
さ
い
。�

＊
出
品
者
に
は
粗
品
進
呈
�

＊
出
品
作
品
は
会
期
終
了
後
返
却

　
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
小
野
商
工
会
議
所
�

　
中
小
企
業
相
談
所
�

　（
　
　
１
１
６
１
）�

　
�

２４�

１３�

１０�

１２�

１３�

１２�

１０�

１０�

１１�

１１�

１１�

３０�

２８�

１０�１０�

２０� １１�

２７�３０�

２８�

２�

１０�

２３�

２１�

（火）�

○�６６�

（金）�

（木）�

○�６３�

○�６３�
○�１�○�２�○�３�

お気軽にご相談ください�
市民相談　　生活上の問題�

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時�
◇ところ　市役所市民サービス課�

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】�
◇と　き　９月２７日（木）　１０時３０分～１６時�
◇ところ　市役所市民サービス課�

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】�
◇と　き　９月１２日（水）　１３時３０分～１６時�
　　　　　９月２６日（水）　１３時３０分～１６時�
◇ところ　市役所市民サービス課�

人権行政相談　　人権や行政に関することなど�
◇と　き　９月１９日（水）　１３時３０分～１５時３０分�
◇ところ　中央公民館３０２号�

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題�
◇と　き　毎週水曜日　９時～１７時�
◇ところ　市役所生活環境課�

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます�
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時�
◇ところ　教育委員会適応教室�

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど�
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

農地相談　　農地に関すること【予約制】�
◇と　き　９月１２日（水）　１０時～１５時�
◇ところ　市役所３階第１会議室�

母子家庭相談　　生活上の悩みなど�
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

◇と　き　９月１６日（日）　１０時～１２時�
◇ところ　中央公民館３０４号室�

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと�

◇と　き　９月２０日（木）　１０時～１２時�
◇ところ　老人福祉センター「みやま荘」�

知的障害者相談　　知的障害、日常生活上の悩みごと�

乳幼児育児不安の相談　　乳用児の子育ての悩みなど�
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時�
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８�

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】�
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど�
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）１０時～１５時�
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６３－２５７４�

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供�
◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は12時まで）�
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）�

子育て相談　　子育てに関すること�
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）�
◇ところ　中央公民館３０１号（子育て学習センター）　６２－７０２０�

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など�
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）�
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０�

募
　
　
集
�

自
　
衛
　
官
�

第
　
回
ひ
ょ
う
ご
�

　
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
�

「
我
が
家
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
�

　
　
　
　
　
　
写
真
展
作
品
�

１９�



�����▼
対
象
者
　
平
成
　
年
　
月
１
日

か
ら
平
成
　
年
　
月
　
日
生
ま
れ

の
方
。�

○
右
記
以
外
の
月
令
で
生
後
　
カ

月
未
満
の
方
。�

○
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　
年
　
月
１
日
生
ま
れ
、
お
よ
び

昨
年
末
接
種
の
中
学
３
年
生
。�

▼
接
種
回
数
　
１
回
�

▼
接
種
方
法
　
個
別
接
種
（
指
定

医
療
機
関
の
い
ず
れ
か
で
、
個
別

に
予
約
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
）�

▼
予
約
方
法
　
９
月
中
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
予
約
時

間
は
開
業
医
は
午
前
中
、
市
民
病

院
は
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
　
時
か

ら
　
時
。�

▼
接
種
期
間
　
　
月
か
ら
　
月
末
�

▼
医
療
機
関
　
別
表
の
と
お
り
�

▼
料
金
　
無
料
�

▼
持
参
す
る
も
の
　
接
種
券
、
母

子
健
康
手
帳
、
予
診
票
�

▼
接
種
券
に
つ
い
て
　
　
平
成
　

年
　
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
　
月

　
日
生
ま
れ
の
方
に
は
郵
送
し
ま

す
。
平
成
　
年
　
月
１
日
以
前
に

出
生
さ
れ
た
方
は
、
昨
年
度
ま
で

に
郵
送
し
ま
し
た
接
種
券
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。�

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　
年
　
月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
接

種
券
を
郵
送
し
ま
す
。�

　
昨
年
末
接
種
の
中
学
３
年
生
は
、

学
校
よ
り
通
知
・
配
布
し
ま
す
。�

　
な
お
、
紛
失
、
転
入
等
の
理
由

で
接
種
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
。�

▼
そ
の
他
　
説
明
書
「
予
防
接
種

と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
お
読

み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�

２２�平成１３年　広報「おの」９月号�

（
医
療
と
健
康
）�

Ｑ教室参加のきっかけは？�
　定年後、運動量も減り、体重も�
増えた。町ぐるみ健診の結果、最�
高血圧が190を越え、「このまま�
ではいけない」と思っていた頃、�
教室の案内がきたので参加した。�
Ｑ教室参加者へ一言�
　「何かせなあかん」と分かっていてもやり方がわからなかった。
しかし、教室で取り組み方を教えてもらった。皆さんもできるとこ
ろから始めてみてください。�

����▼
対
象
者
　
平
成
　
年
３
月
１
日

か
ら
平
成
　
年
６
月
　
日
生
ま
れ

の
乳
幼
児
、
ま
た
は
右
記
以
前
の

出
生
児
で
生
後
　
カ
月
未
満
の
方

で
ま
だ
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
�

▼
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所
　
�

別
表
の
と
お
り
�

▼
持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
・
予
診
票
�

●
当
日
、
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い

る
方
、
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
方
は
、
接
種
日
を
延
期
し
て
く

だ
さ
い
。�

●
混
雑
を
避
け
る
た
め
で
き
る
だ

け
対
象
地
区
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区
の
日
に
都
合
の
悪
い
場

合
は
、
他
の
日
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
。�

●
車
で
お
越
し
の
方
は
、
必
ず
市

役
所
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

乳
幼
児
結
核
検
診

乳
幼
児
結
核
検
診
�

お
よ
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
接
種
�

（
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
）

（
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
）�

� 乳
幼
児
結
核
検
診
�

お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
�

（
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
）�

�

１３�

１３�

３０�

４８�

※ツベルクリン反応検査の判定が陰性の
　方に、ＢＣＧ接種を行います。�
【受付時間】13時30分～14時30分�
　　　　　　（番号札は13時に出します）�
【場　　所】保健センター�

地　区　名�結核検査（ツ反）�判定およびＢＣＧ接種�

小　　　　野�10月 3 日(水) 10月 5 日(金)

小野地区以外�10月10日(水) 10月12日(金)

〈別表〉�

　
精
神
保
健
福
祉
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
内
容
・
日
時
　「
こ
こ
ろ
の
病

気
を
も
つ
方
と
の
つ
き
あ
い
方
」

等
。
第
１
回
目
は
　
月
　
日
　
　

時
　
分
か
ら
　
時
　
分
�

▼
場
所
　
社
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　

月
　
日
　
ま
で
に
社
健
康
福
祉
事

務
所
へ
。（
　
０
７
９
５
　
９
３

６
７
）�

１０�

１０�

１２�
１５�

１７�

１１�

１１�

３０�

９０�

６２�

６２�

１０�

１２�

１０�

１２�

１１�

１１�

１０�

１０�

１０�

１３�

２５�

３０�

３０�

１５�

１０�
６２�

６２�

１２�

３０�

○�１�

○�２�○�３�

風
し
ん
予
防
接
種
�

風
し
ん
予
防
接
種
�

９
月
中
に
予
約
し
ま
し
ょ
う
！
�

医療機関名�
伊 佐 治 医 院 �
岡 村 医 院 �
柏 木 医 院 �
河 合 医 院 �
小島クリニック�
田 中 内 科 医 院 �
田 中 医 院 �
多 養 産 婦 人 科 �
坪田医院・坪田小児科�
育が丘クリニック�
真 島 医 院 �
まつい子どもクリニック�
宮田外科胃腸科�
依 藤 診 療 所 �
小 野 市 民 病 院 �

町 名 �
神 明 町 �
敷 地 町 �
船 木 町 �
粟 生 町 �
王 子 町 �
新 部 町 �
下来住町�
中 町 �
西 本 町 �
樫 山 町 �
三 和 町 �
敷 地 町 �
本 町 �
本 町 �
中 町 �

電話番号�
７８８７�
４３００�
０１９９�
２８１０�
２７２７�
３４５６�
２５２７�
５９８２�
２７５２�
８１１２�
２３３０�
７３６６�
７２７２�
００２８�
２０２０�

６３�

６２�

６７�

６５�

６４�

６６�

６２�

６２�

６２�

６２�

６６�

６３�

６３�

６３�

６３�

〈別表〉�
個別接種担当医療機関一覧表�

○�注�・予約をしないと受けられません。�
・接種日に都合が悪くなった方は、前もっ�
　て医療機関に連絡してください。�

（木）�

１５�

（月）�

○�４２�

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
�

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
�

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
�

●
●
●
●
●
（
全

●
（
全
5
回
コ
ー
ス
）

回
コ
ー
ス
）
●
●
●
●
●
�

●
●
●
（
全
5
回
コ
ー
ス
）
●
●
●
�

〈Ｙさんのデータ変化〉�
�

�

血　圧�

体　重�

体脂肪率�

日　時�

9月18日(火)�
19時30分�
～21時�

講　師�

内科医師�
保 健 婦�
栄 養 士�

内　容�

血液　　�
サラサラ�
　大作戦�

教室開始時 (H12.10月 )�

160/82mHg�

73. 2kg�

30. 4%

H13. 7. 21�

127/76mHg�

68. 9kg�

22. 2%

　場　　所　市民会館大ホール�
　（2回目以降は保健センターで開催）�
　申し込み　保健センター�
　9月17日(月)までに申し込んでください。
※１回目のみの参加でも結構です。�
※２回目以降は平日13時30分から�
　15時30分に開催予定です。�

〈昨年参加されたＹさんの場合〉�

◎高脂血症予防教室（6回コース・月1回）�

チャレンジ教室�チャレンジ教室�チャレンジ教室�生活習慣病�
予防のための�

～お気軽に参加ください～�
受講生募集�



２３�平成１３年　広報「おの」９月号�

◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。�
�
★母子健康手帳交付�
◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター�
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。�
�
★４か月児健康診査�
◇９月１７日　１３年５月生まれの乳児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
�
★離乳食教室�
◇９月２７日　１３年３月生まれの乳児の保護者�
　９時３０分～１１時３０分（９時３０分までにお越しください）
　＝保健センター�
（取り皿･スプーン･エプロン･三角巾持参）�
　お子様を連れてこられても結構です。�
�
★１歳６か月児健康診査�
◇ ９月３日　１２年３月生まれの幼児�
◇１０月１日　１２年４月生まれの幼児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
　（歯を磨いて行きましょう！ 事前にアンケート用紙を送付
　します。お手元にない方は保健センターへご連絡ください）�
�
★２歳児教室�
◇９月１０日　１１年８月生まれの幼児�
　９時４５分～１１時３０分　＝保健センター�
（１０時までにお越しください）�
（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）�
�
★３歳児健康診査�
◇ ９月１１日　１０年７月生まれの幼児�
◇１０月９日　１０年８月生まれの幼児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）�
（歯を磨いて行きましょう）�
�
★ぼくとわたしの性教育�
◇９月７日　９年８月・９月・１０月・１１月生まれの幼児の保護者
　受付時間　１０時～１１時３０分　＝保健センター�
�
★母子健康相談&プレイルーム�
◇９月２０日　受付時間　９時３０分～１０時３０分�
　＝保健センター�
�
★こころの相談�
◇９月１７日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所�
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉�
�
★一般健康相談�
◇９月７日・１４日・１０月５日　１３時～１４時�
　＝社健康福祉事務所　〈予約制〉�
　　（社保健所）�
�
★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査�
◇９月６日・１３日・１０月４日　１１時～１２時�
　　＝社健康福祉事務所〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）
　　　　（社保健所）　　�
�
★ネコの引き取り�
◇９月３日・１７日・１０月１日　８時３０分～１０時　�
　　＝保健センター　�

�

★診療時間は、午後６時から午後９時です。�
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）
　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。�

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。�
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。�

当 番 医�

ますむら医院�

ひまわりクリニック�

土 井 病 院 �

まつい子どもクリニック�

松 尾 内 科 �

岡田内科医院�

桂 医 院 �

吉 川 医 院 �

河 合 医 院 �

柏 木 医 院 �

真 島 医 院 �

藤本内科医院�

畑田内科医院�

柏 木 医 院 �

土 井 医 院 �

坪 田 医 院 �

田中内科医院�

田 渕 医 院 �

国立青野原病院�

坂 本 医 院 �

ますむら医院�

松本小児科医院�

小野寿仙病院�

月　日�

　９月１１日（火）�

　　　１２日（水）�

　　　１３日（木）�

　　　１４日（金）�

　　　１７日（月）�

　　　１８日（火）

　　　１９日（水）�

　　　２０日（木）�

　　　２１日（金）�

　　　２２日（土）�

　　　２５日（火）�

　　　２６日（水）�

　　　２７日（木）�

　　　２８日（金）�

　　　２９日（土）�

１０月　１日（月）�

　　　　２日（火）�

　　　　３日（水）�

　　　　４日（木）�

　　　　５日（金）�

　　　　６日（土）�

　　　　９日（火）�

　　　１０日（水）�

住　所�

加東郡滝野町上滝野�

神 明 町 �

復 井 町 �

敷 地 町 �

黒 川 町 �

市 場 町 �

加東郡社町大門�

加東郡社町社�

粟 生 町 �

船 木 町 �

三 和 町 �

加東郡社町社�

黒 川 町 �

船 木 町 �

復 井 町 �

西 本 町 �

新 部 町 �

加東郡滝野町新町�

南 青 野 �

加東郡社町上中３丁目�

加東郡滝野町上滝野�

加東郡社町社�

復 井 町 �

電　話�

０７９５　０７０４

　７２０９�

　２１１９�

　７３６６�

　０８８０�

　７３６６�

０７９５　０２５２

０７９５　０１０５�

　２８１０�

　０１９９�

　２３３０�

０７９５　００２４�

　７５７５�

　０１９９�

　２１１９�

　２７５２�

　３４５６�

０７９５　０１６０�

　２２３３�

０７９５　６６６０�

０７９５　０７０４

０７９５　５１０５

　２０２０�

曽 野 医 院 �

岡田整形外科�

赤 羽 目 医 院 �

小野市民病院�

小野市民病院�

公立社総合病院�

依 藤 診 療 所 �

山形整形外科�

育が丘クリニック�

育が丘クリニック�

青 山 医 院 �

小野市民病院�

町立東条診療所�

北野整形外科・外科�

加東郡社町東古瀬�

王 子 町 �

加東郡滝野町北野�

中 町 �

中 町 �

加東郡社町家原�

本 町 �

加東郡社町上中2丁目�

樫 山 町 �

樫 山 町 �

加東郡東条町吉井�

中 町 �

加東郡東条町新定�

黒 川 町 �
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０７９５　０３２１�

　 ２０２０�

０７９５　００４８�

　 １０８０�

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）�

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）�

１０日までの分は�
前月号に掲載�

月　日� 住　所� 電　話�当番医�
上・内科医�
下・外科医�

○�６３�
○�６３�

○�６３�

○�６３�

○�６３�
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○�６２�

○�６３�

○�６３�

○�６２�

○�４２�

○�４８�

○�４２�

○�４２�
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○�６７�
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○�４２�

�
　９月１５日（祝）�

　�
　
９月１６日（日）�

�

　９月２３日（祝）�

�

　９月２４日（振替）�

�

　９月３０日（日）�

�

１０月７日（日）�

�

１０月８日（祝）�

○�４３�
○�４２�

○�４２�

○�４８�

○�４８�

○�４２�

○�４８�

○�６３�
○�６４�

○�６２�

○�６６�

○�６６�

○�６６�

○�６６�

○�６２�

保健センター�
３９７７�○�６３�

○�６３�
○�６７�



�������������　
６
月
開
催
予
定
だ
っ
た
１
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
。
雨
天
の
為
に
中

止
に
な
り
、
７
月
に
１
ヶ
月
遅
れ

で
開
催
し
ま
し
た
。
暑
い
時
期
の

為
、
い
つ
も
よ
り
２
時
間
早
い
始

ま
り
で
し
た
が
、
約
２
０
０
名
の
�

��������ウ
ォ
ー
カ
ー
が
大
部
地
区
に
集
ま

り
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
＆
ハ
ッ
ピ

ー
の
着
ぐ
る
み
が
オ
ー
プ
ン
カ
ー

で
登
場
す
る
と
会
場
が
大
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
中
で
、

親
子
で
参
加
の
小
学
生
や
保
育
所

の
ち
び
っ
子
た
ち
も
み
ん
な
大
喜

び
。
身
体
に
触
れ
た
り
、
握
手
を

し
た
り
し
て
待
ち
に
待
っ
た
着
ぐ

る
み
の
登
場
に
充
分
満
足
し
た
様

子
で
し
た
。�

　
そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を

楽
し
み
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
か

け
ま
し
た
。
今
回
は
ひ
ま
わ
り
の

丘
公
園
を
廻
る
約
７
　
の
コ
ー
ス
。

途
中
辺
り
一
面
の
「
ひ
ま
わ
り
」

た
ち
が
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
で
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
＆
ハ
ッ
ピ
ー

か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
入
り
の
風
船

を
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
手
に
持
っ

て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
い
暑
い

夏
の
１
日
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
＆
ハ
ッ

ピ
ー
の
登
場
で
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

デ
ー
で
し
た
。
　
�

〒６７５－１３８０　小 野 市 王 子 町８０６－１�
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８月１日現在�
人　口　５０，４４５人（前月比＋４２人）�
　男　　２４，７６２人　　　　女　　２５，６８３人�
世帯数　１６，３４３世帯　　面　積　９３．８４�ｋｍ�
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９
月
　
日
　
に
長
野
県
諏
訪
市

で
、「
諏
訪
湖
一
周
ウ
ォ
ー
ク
」

が
あ
り
、
小
野
市
の
ウ
ォ
ー
カ
ー

の
中
に
も
参
加
さ
れ
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、　

日
に
は
市
内
の
小
学
校
運
動
会
が

あ
り
、
関
係
者
の
方
が
多
く
参
加

さ
れ
ま
す
。�

　
そ
こ
で
９
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

デ
ー
は
「
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
デ
ー
」
に
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
自
己
の
責
任
の
下
、
自
由
に
自

分
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

で
も
歩
く
コ
ー
ス
が
わ
か
ら
な
い

方
は
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
周

辺
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
考
ま
で
に
コ
ー
ス
図
は
ア
ル
ゴ

窓
口
に
設
置
し
ま
す
。
個
人
で
、

ま
た
仲
間
と
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ

う
。
安
全
面
に
は
充
分
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、　
日
は
歩

い
た
距
離
や
時
間
に
関
係
な
く
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
ら
ア
ル
ゴ
、

ま
た
は
ア
ク
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
タ
ン
プ
を
各
自
で
１
個

押
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
の
ハ
ー

ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。�

���総
宣
言
者
数
　
　
３，
６
9
0
名
�

１
０
０
万
歩
賞
　
８
４
４
名
�

２
０
０
万
歩
賞
　
３
１
２
名
�

３
０
０
万
歩
賞
　
１
８
７
名
�

４
０
０
万
歩
賞
　
１
１
４
名
�

５
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名
�

６
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名
�

７
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名
�

８
０
０
万
歩
賞
　
　
　
９
名
�

９
０
０
万
歩
賞
　
　
　
６
名
�

１
０
０
０
万
歩
賞
　
　
　
４
名
�

１
１
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名
�

１
２
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名
�

１
３
０
０
万
歩
賞
　
　
　
３
名
�

１
４
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名
�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
賞
　
１
９
０
名
�

ハ
ー
ト
フ
ル
�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
�

 
　
 
　
第
３
弾
　
大
部
地
区
　
�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
＆
�

　
　
ハ
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
登
場
�

９
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
の
お
知
ら
せ

月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
の
お
知
ら
せ
�

９
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
の
お
知
ら
せ
�

９
月
22
日
は
�

　
　
「
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
」
で
す
�！�

２３�

２２�

１６�３０�５８�

２２�

（日）�

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報
�

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報
�

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報
�

ま ち の 動 き �

ｋｍ�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
＆
ハ
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
登
場
�

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
�

「
ひ
ま
わ
り
」
が
ウ
ォ
ー
カ
ー
た
ち
を
歓
迎
�

８
月
　
日
現
在

月
　
日
現
在
�

１３１３�

８
月
　
日
現
在
�

１３�




